
ジャーー
ジ フデ ックJournal

・/∂ρ∂n/nform∂tionρr・ ・essingDεve/oρ ・ηθ・7tCen・erブ984 一ブ2/DE()

戸

轡

轟

極

'褥

～

睡

ナル/
～().59

一ぎ ・'艶

紅 、、

・1・1

、芒

‥ 袖㌧
¶
㌔

∨
へ一

渓

ぎ

…農

高甑



＼
//

▲
漁

へ
7

N

、 ＼>w

◎

粂 〆

z

〃

/ ＼

JE㏄ は国産コンピュータを通じて

社会に貢献しま土

国産電子計算機 をレンタルする

日本電子計算機株式会社
東京 都 千 代 田 区 丸 の 内3-4-1新 国 際 ピル5F

●100TEL .03(216)3681(代 表)



システムは未来 を拓 く

JSD
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JSDは ソフ トウェア業界の技術 力を結集 し、共同 して幅広 いシステム開発
に取 り組んでいます。

● シス テ ム ・コ ンサ ル テー シ ョン

● ア プ リケ ー ショ ン ・シス テム の開 発

● ベ ー シッ ク ・ソ フ トウェ アの開 発

● ソフ トウェア ・パ ッケ ー ジの販 売

●調 査研 究

」5D鞍㌶繍 ≧§



株式会社 コ ン ピ ュー タ ー ワ ー ル ド ・ジ ャパ ン

〒104東 京都中央区新富1丁 目7番4号 阪和ビル別館む03-551-3882㈹
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情報化社会を生きるビジネスマン

のためのコンピューター誌。

●毎週月曜日発行

●A4変 型判,通 常号36ページ

●購読料1年(52冊)15,000円

半年(26冊)8,000円

●直接購読方式

19カ 国 で
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月刊

パソ■7ワr乃F

'㌣7頭i序 ⑮扉ピダリ　
lacmo

パ ソコンの カルチ ャーを正 確に

トレー スLま す。

■毎 月18日 発 売

■B5判,124～140ベ ー ジ

■ 定価480円

■全 国書店,パ ソコンシ ョップ

にてお 求め くだ さい。 ,

◆見本誌 をお送りいたします。希望詩 名をご明記のうえ,当社まで葉書 にてお申し込みください。

PP



JIPDEC

ジャーナル CONTENTS
NO.59

1984.12

●春 夏 秋 冬 コ ン ピ ュ ー タ ・セ キ ュ リテ ィ

ユーザ自らの努力で対応を……安 藤 三 郎[Zl

●特 集'84情 報 化 月 間

◇ 「情報化 月間ハ イライ ト」

◇表彰者等

[Zl

[亘1

個 入 、企業 ・団体 、 シス テ ム

全 国 高校生 ・中学生 プ ログ ラ ミング ・コ ンテス ト入 選作 品

◇全国高校生プ ログ ラ ミング ・コンテ ス ト講評 ………匝1

〈講演要約〉

◇優れたSEを いかに して育てるか ………ポ ー ル ・R・メ リ カ[[到

◇優れたシステムの開発をいかに進め るカ・ 尾 関 雅 則 匝1

● 会員サロン 情報の有効活用

デー タベ ースの利用について……石 津 孝 義 國

●視 点 くシンポジウム要約>

OAの 社 会 的 影 響

近未来 コンピュータのイメージと社会の変化,課 題 く 坂 村

社会経済のシステムに どのような変化を もた らすかく 竹 内

雇用へのインパ ク ト く 島 田

一28

一

健〉

哲〉

晴雄〉'

●海外の話題 高 ま る 創 造 性 一 〈Ncc'M>一 ラスベガス 、

山 ■ 雄 嗣……垣1

●JIPI)ECだ よ り ■本部 ■MCC■ 試験セ ンター ■IIT

●編 集 後 記

國

國



2

4

高まるシステム監査への関心

今年のシステム監査講演会はまたも1000人 を超

える多数の聴衆を集めて盛会裡に終った。

全国情報化月間参加行事の一つであるユ団連主

催のこの催し物は,同 一テーマのもとに4年 にわ

た り連続して行われてきたにもかかわらず,参 加

者は減るどころかむしろ増える一方である。会場

の都合などから事務局はオーバーする申込者を断

わるのに汗だ くといった有様である。

もちろん,こ れは主催者側の努力もさることな、

がら,コ ンピュータ ・ユーザにとってコンピュー

タ ・セキュリティの確保,そ のためのシステム監

査の実現が今日何よりも緊急の課題 として高い認

識を求められつつあることによるもの とい え よ

う。

当日の二つの事例報告はいつれもこの種のテー

マが,単 なる抽象的論議の段階を超えて,ユ ーザ

サイドにおける日常の具体的 ・実践的活動段階に

入 りつつあることを物語るものであり,EDPの

発展 ・高度利用に伴 って,シ ステム監査実務の導

入が 「必然的なプロセス」としてなされつつある

事実に着 目したい。

コ ン ピ ュ ー タ ・

セ キ ュ リテ ィ

ユーザ 自らの努力による対応 を

私事にわたって恐縮であるが,私 は6年 前ある

研究会論文集に発表した 「システム監査序説」の

冒頭でこんなことを述べた。 「いわゆるシステム

監査はEDPSの 監査として登場した も ので あ

り,そ れな りのコンセプ トの確立や実施基準,方

法の策定がはかられつつあるが,伝 統的なCPA

監査や内部監査との関連からすれば,シ ステム監

査のコンセプ トはさらに拡張の余 地 が あ る(中

略)。本稿においては,シ ステム監査具 現 化のた

めの基盤整備や実践主体 としてのシステム監査人

の性格について未成熟ではあるが,若 干の提言を

行なお うとするものである。」と。

数年たったいま,私 はユーザー自身の努力によ

る実務処理技術の発達ないし成熟を 急 ぐ と とも

に,制 度基準の統一整備,実 施主体者としてのシ

ステム監査人の育成強化のための施策づ くりを関

係行政機関 ・諸団体にいっそ う強 く要望したいと

考える。

ユーザー自らの努力による対応を

周知のようにCPAに よる監査基準(31年)は

「監査実務の中に慣習 として発達したもののなか

から,一 般に公正妥当と認められたところを帰納

要約した原則 と規定する。その前提 となる企業

会計原則 もまた健全なる会計慣行を尊重 してい る

ものである。

そのような意味でシステム監査もまた,ユ ーザ

自身によるコンピュータ ・セキ ュリティ対策の実

施,'個 別方策から汎用方策への展開などによる積

み上げをもとに,公 正妥当な慣行としで成熟化さ

れるなかで実現されるべきものであろう。
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EDPユ ーザ団体連合会会長

㈱ ゼネラル 総合企画室長

安 藤 三 郎

実用放送衛星,ホ ームバ ンキング,実 用通信衛

星,都 市型CATV,INS,キ ャプテンー 来

年度には通信自由化が実現する見通しであ り,そ

の一方で情報処理,情 報伝達の手段であるコンピ

ュータと通信の技術が飛躍的な発展を み せ て い

る。 この高度情報化社会 ・新しいネ ットワーク社

会は経済活動はもちろん社会生活にも新たな対応

を求めているものだが,花 開くための 条 件 は 何

か,克 服すべ く課題はまだまだ多い。

この無限ともいえる情報化の進展のなかでは,

コンピュータ ・セキュリティについても,障 害原

因,障 害の態様,保 護される利益,対 策の対象,

具体的措置など,今 後 どのような変化 ・展開を見

せるかは不確定であり,現 時点においておお よそ

のフレームを示す ことはできても,詳 細,具 体的

なすぺての条件を確立することは困難といわざる

を得ない。

すなわち,ユ ーザは日常たえず発生する諸問題

に対 して何 らかの解決を迫 られている もの で あ

り,そ の解決のための具体的措置 ・方法を相互に

交流させつつ,レ ベルの向上を図っ て い くこ と

が,今 後現実的なものとなるであろう。

幸いにも,ユ 団連自体,シ ステム監査専門委員

会および通信回線専門委員会を有してお り,専 門

的意見の交流および外部情報の吸収が可能な立場

にある。さらにその他にも企業経営協会を含め,

い くつかの民間団体が独自の研究会を開催 してお

り,コ ンピュータ ・セキュリティ,シ ステム監査

に関す る方法論の実践的研究はますます盛んにな

ってい くことと予測される。

各ユーザもユ団連を含め,い ろいろな機会を積

極的に活用 され ることを期待したい。

政策論議は前向きな統合を

昨年11月 発表の産業構造審議会情報産業部会に

よる 「中間報告」はシステム監査導入提言とい う

視点できわめて画期的なものであった。その後も

本年3月 の金融機械化懇談会による 「金融機械化

システムの安全対策」が報告されてお り,8月 に

は通産省が来年度の新政策として 「情報化基盤整

備法案」(仮 称)を 策定する方針を決め,具 体的

な法案づ くりに着手したと報ぜられ た。 さ ら に

「高度情報社会に関する懇談会」は10月最終報告

書案をまとめたが,そ こでは機器やシステムの標

準化が提言されている。 とりわけ重要なことは内

閣の積極的調整を提唱していることである。

最近のソフ トウェア保護の例を見る迄もなく,

法案の整備にあたっては省庁間の調整が困難なも

のが多いことは周知の事実である。

機器やシステムの標準化,銀 行機械化の認可基

準,プ ライバシー保護,ニ ューメディア利用の医

療などの政策の検証にあたっては,古 い法律や制

度が普及のカベになっているとも聞く。新 しい事

態に対処するためには,い ろいろな角度か らの考

察検討が不可欠であり,拙 速な調整統←が必ずし

も望ましい こととはいえないであろう6

にもかかわらず,コ ンピュータ ・セキュリティ

についても真の利害関係者がだれであるのかを見

きわめつつ,行 政官庁として前向きの論議による

統合調整がなされることをユーザの立場か らは強

く期待するものである。

、
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ソフ トウ ェア ・シ ョウ'84

▼ 女 性 を中 心 と した ワー プ ロの 集 い
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<子 どもは未来科学の先駆者だ!

<デ ィスプレイを見る

目に真剣な表情が・・…

回

<パ ソコンと女性はもはや切 っても切れぬもの

岡

田

▲新時代のエレク トロ=ク ス ・コテイジ

回
▲色華やかな会場風景

子ども,大 人も十分に楽しめるTV電 話治

▼テレビ会議は企業の新しい頚

回 回
▲CAIコ ーーーナ ー は,幼 稚 園 児 に人 気
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昭和59年 度情報化月間表彰者等

情 報 化 促 進 貢 献 個 人
(敬称略 ・五十音順)

氏 名 所 属 業 績

石 原 壽 夫 ～鍵 盤 遺
事

行政情報システムの発展に寄与するとともに,長 年にわた り,情 報処理振興事
業協会及び社団法人 ソフトウェア産業振興協会の役員 として,我 が国情報処理
技術の開発 ・普及に尽力し,我 が国情報処理の振興に多大の貢献をした。

落 合 K)口 才こトラ フ進

イ ッ ク コン ピ ュ
一 夕 ー セ ンタ ー

常 務 取 締 役

国鉄における各種情報処理 システムの構築に尽力するとともに,各 種委員会委
員として情報処理及び通信技術の向上と普及に努める等我が国情報化の促進に多
大の貢献をした。

金 井 清 畠 醸嬬麟 衛星からのデータの解析,処 理を行い,こ れをカラーテレビジョン信号に抽出
・合成し,放 送番組の質的高度化に寄与する等,長 年にわた り放送技術の研究
開発に多大の貢献をした。

加 毛 秀 昭 製表叢論え£長 我が国情報処理産業の草創期から情報処理技術の向上,技 術者の育成等に尽力
するとともに,長 年,社 団法人ソフトウェア産業振興協会等の役員として,情
報処理産業の発展に多大の貢献をした。

志 場 喜徳郎 ヴタ重況鷺襲業

締役社長

長年にわたり,金 融証券界の情報化の進展に尽力するとともに,情 報通信に関
する知識,技 術の啓蒙 ・普及に努める等,我 が国情報化の進展に多大の貢献を
した。

鈴 木 久 日本電子計算㈱ 取締役相談

役

昭和53年 から6年 間にわた り,社 団法人 日本情報センター-es会の理事及び会長
として我が国情報処理産業の発展に指導的役割を果たすとともに,各 種審議会

等の委員として,我 が国情報化の促進に多大の貢献をした。

手 島 篤 二 裏購騒露
専務理事

長年にわた り,財 団法人日本情報処理開発協会等の役員として,我 が国の情報
処理技術の開発,普 及 ・啓蒙に努めるとともに,各 種委員会委員として,我 が
国情報化の促進に多大の貢献をした。

長 尾 京都大学真
工学部 教授

画像情報処理,言 語情報処理の基礎理論の研究及びその実用化に尽力するとと
もに,学 会活動,教 育活動において,情 報化に関する知識,技 術の普及に努め
る等,我 が国情報処理技術の向上に多大の貢献をした。

野見山 前 情報処理振勉 興事業協会

理事長

昭和53年 から6年 間にわた り,情 報処理振興事業協会の理事長として,ソ フト
ウ呂アの開発,利 用の促進,情 報処理産業の振興に指導的役割を果たすととも
に,各 種審議会等の委員として,我 が国情報化の促進に多大の貢献をした。

本 郷 文 男 誓霧i塁妻会議所

安 田 靖 彦
'

、

㌧
原
…

㌦
新

川吉
慰

"

謙二郎

東京大学 生蜜
技術研究所'
教授

所作

一

製
表
村
会

'

同
役

,

締
㈱
取

長年にわたり,全 国の商工会議所のコンピューター利用の啓蒙 ・普及に尽力す
るとともに,地 域 ・中小企業の情報化の促進に多大の貢献をした。

購麗竃灘 膿 灘鍵ヒ璽嬬硫 齢
り

灘 聯 繋 鯵繰 難 業多難離 離髄
挙'

、 逮 翫 ぶ.・ ・二^・ ・^曝 書・ 鰍

.蒋'▲ 吟'へ 一 軸
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情 報 化 促 進 貢 献 企 業 等

企 業 等 の 名 称 代 表 者 名 業 績

協同組合 理事長
岩国電子経営センター 大 村 一 博

地域における異業種中小企業のコンピュータの共同利用の高度化に先
導的役割を果たすとともに,経 理,販 売等の共同システムの利用を通
じ,地 域中小企業の経営の合理化に努め,中 小企業の情報化の促進に
多大の貢献をした。

(社)大分県地域経済情 理事長
報センター(大 分県中 吉 村 益 次
小企業情報センター)

地域の中小企業に係る各種のデータベースの活用を図るとともに,講
演会,研 修会の開催等を通 じ地域中小企業の情報化に関する意識の啓

蒙,指 導等を行い,中 小企業の情報化の促進に多大の貢献をした。

(株)構造計画研究所 代表取締役社長
三 枝 守 正

我か国のソフ トウユア産業の草創期から,建 築,土 木,原 子力分野等
のソフ トウェア開発に先導的役割を果たすとともに,我 が国情報処理

産業の発展に多大の貢献をした。

佐渡汽船(株) 代表取締役社長
古 川 長四郎

の
迅

の

務

,大

業
化
多

純
理

に

予
倉
造

,
の
促

に
理

の

も
処
化

と
務
報

と
事
情

す

,の

た
し
輪

乗
築
運

を
構
等

割
を
る

役

ム
図

的

テ
を

導

ス
上

先

シ
向

に
な
の

化
的

ス

報
合

ビ

情
総

一

の
等

サ

業
化
客

車

ス
旅

。

船

一
り
た

翔

べ
よ
し

定

タ
に
を

客

一
化
献

旅

デ
速
貢

〈財)電気通信総合研究 理事長
所 好 本 巧

長年にわたり,電 気通信に関する社会科学的調査研究を行い,情 報通
信の利用の高度化を先導するとともに,電 気通信に関する知 識 の普
及,啓 蒙に努め,我 が国情報化の促進に多大の貢献をした。

東京海上火災保険(株)代 表取締役社長
竹 田 晴 夫

業務のシステム化を推進することにより,業 務処理の効率化及び経営
の合理化,並 びに保険加入者に対するサービスの向上を図 る と と も

義麟 翻 躍 多柔凝 議:イ ヒの先導的役割を果たし・

(株)徳島電子計算セン 代表取締役社長
夕一 牧 野 文 男

地方行政に係る事務処理のシステム化を推進し,行 政の効率化に寄与
するとともに,地 域の情報化の促進に先導的役割を果たし我が国情報
化の促進に多大の貢献をした。

日本電気フィール ド・
サービス(株)筑 波研究

学園大型機保守グループ

グループ代表

蠣 崎 良 悦
筑波研究学園都市内における研究機関の大型コンピュータ・システム
の保守業務を推進し,シ ステムの障害発生の予防,安 定稼働の維持に

努め,試 験研究機関のコンピュータの高度利用に寄与し,我 が国情報化
の促進に多大の貢献をした。

二守
長
原
馬術
桑
技キ

発開

社

ム

公
テ
話

ス

電
シ

信

ン
プ

電

テ

一

本
プ

ル

日

ヤ
グ

文字図形情報ネ ットワークシステムを構築し,通 信網及びコンピュー
タの利用の高度化を開拓するとともに,ニ ューメディアの振興に寄与
し,我 が国情報化の促進に多大の貢献をした。

(株)フ ァルマ 代表取締役社長
阪 彰 敏 ,率

果

し
効
を

築

の
割

構
務
役

を
業
的

ム
の
導

-

テ

一
先

ス
カ

に

シ

一
業

ク
メ
事

。

一
品
N
た

ワ
薬

A
し

ト
び
V
を

ツ
及
け
献

ネ
屋
向

貴

ぶ
間
者

の

結

,業
大

を
局
企
多

間
薬
小

に

一

,中
進

力
化

,促

一
理

に
の

メ
合
も
化

品

の
と
報

薬
営
と
情

,経
る
国

屋

の
図
が

問
局
を
我

,薬
営

,

局
小
遅
し

薬

中
的
だ

ヤマ トシステム開発

く株)
代表取締役社長
鶴 秀 敏

情報処理技術の研鍛に努め,物 流に係る情報処理システム等の開発を
行い, コンピュータ利用の高度化を推進するとともに,常 に先進的か
つ高度な情報処理サービスの提供に努める等,我 が国情報化の促進に

多大の貢献をした。

(株)ワ コール 代表取締役社長塚 本 幸 一
ロ ー カル ・エ リア ・ネ ヅ トワ ー ク シ ス テ ムを 実 用 化 し,企 業 内 情 報 処

鍵 離鑑 磯 編 綴 ㍊ 美磯 目醗 化跣
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優 秀 情 報 処 理 シ ス テ ム

シ ス テ ム の 名 称 表彰対象者名 表 彰 理 由

会話型有限要素法解析支援
システム
(FEMAS)

企業間情報通信システム

企業財務分析診断システム
(CASTER)

航空機性能評価システム

故障情報管理システム

災害救急情報システム
(FACTS-119)

指紋 自動識別システム

新社屋総 合OAシ ステム

製品仕様情報管理システム
(ANEMS)

総合騒音解析 システム
(NOISE)

総合臨床検査情報処理シス
テム

データ交換システム
(DACS)

電子会議システム

都市新バスシステム

都市情報システム

㈱ 東洋情報シス
テム

㈱ ダイ エ ー

三井情報開発㈱

日本航空㈱

全日本空輸㈱

東京消防庁

警察庁
(情報管理課,
鑑識課,有 線通
信課)

㈱ 東芝

日産自動車㈱

セ ン チ ュ リ リサ ー

チ セ ン タ㈱

㈱ スペ シ アル
レフ ァ レン ス ラ

ボ ラ トリー

日本 国 有 鉄 道

カシオ計算機網

東京都交通局新潟交通
㈱

北九州市 企画局

有限要素法を適用し,建 築,原 子力等の諸業種における構
造解析作業を高精度かつ容易に行えるシステムを構築した
ことにより,設 計業務の省力化及び質的向上に寄与し,我

が国のCAD/CAM技 術の発展に先導的役割を果たす と
ともに,ソ フトウェアの流通の促進に寄与 した。

大規模な企業内ネットワーク及び企業間ネットワークを確
立 し,流 通業の標準化の促進に先導的役割を果たすととも
に,物 流の合理化,事 務の省力化,商 品管理技術の向上等
を実現 し,流 通業の情報化の促進に寄与した。

企業の経営状態を統計的手法を用いて診断する高度なプロ
グラムを開発し,企 業の経営状況の的確な分析 ・把握を可

能にしたことにより,企 業間取 り引きの信頼性向上,企 業経営
の健全化 ・高度化及びソフ トウェアの流通の促進に寄

与 した。

航空機の性能評価を高精度かつ短時間で解析可能なシステ
ムを構築したことにより,航 空機の性能把握の省力化,安

全性の確保等を促進し,交 通輸送の高度化に寄与 した。

収

に
交

で
と
等

ム
こ
上

イ
た
向

タ
し
持

ル
築
維

ア
構

の

り
を
性

ン
ム
適

イ
テ
快

ラ

ス

,

ン
シ
性

オ
う
時

報

ム
図
寄

情

テ
を

に

な

ス
化
苦

衷

シ
度
改

必
な
高

の

に
能
の
境

動

可
動
環

活

が
活

会

療

と
療
社

医
こ
医
等

急

う
急
保

数
行
救
確

・
に

・
の

を
行
定

。
害
確
災

全

報

を

,た

災

的
防
安

情
援
性

し

の

つ

,
の

る
支
全
与

奪

か
り
溶

す

の
安
寄

助
速

よ
生

関

士
の
に

救

迅
に
民

に
備
送
化

,
を
と
住

僧
整
輸
度

急
達

こ

,

整

,空
高

教
伝

た
に

の
し
航

の

,
・
し
も

機

翼

空
借

り
輸

火
取
構
と

し

航
集

よ
通

テ
指
た
度

ス
る
し
高

シ
け
現

の

な
お
実
政

能

に
を
行

可
動
上
び

理
活

向
及

処
秦
皮
善

度
警
精
改

精

の

・
の

高
等
化
境

・
認
力
深

遠
確
者
会

高

元
的
社

随
身
躍

の

の

,飛
等

タ
査

の
止

{
接
合
防

デ
罪
照
罪

重
犯
容

,
り

ト
合

に

ツ
総
化

ネ

の
度

・
め
高

ア
た

の

り
の
営

工
理
経

・
処
業

ル
散

企

力
分

,

一
の
り

ロ
務

よ

光
業

に

び

ス
と

及

イ
こ

援

フ
た

支

オ
し

の
た
築

定
し
構

む

,送

災
集
築

と
た

紋
閲
読

に
寄

営

ク
シ
し

指
を

の
と

に

経

－
A
与

の
を

る
与

ム
紋

こ
化

ワ
O
寄

,犯

。
決
と
を

,
た

思
核

ム

太

し
取

り
し

意
中

テ

の
発

み
よ
与

む

の
を

ス
た

毒

し
乗

機
築

を

仕
構

部

品

を
役

製

ム
的

の
テ
導

プ

ス
先

一
シ
に

ル
ク
現

グ

一
実

。

業

ワ
の
た

企

ト
化
し

,
ツ
理
与

て
ネ
合
害

い
合

の
に

用
船
理
化

を
る
管
度

術
す
産
高

技

理
生
の

ス
管

,営

一
に
り
経

べ
的
よ
業

タ
元

に
企

二

と

,

デ
を

こ
し

報

た
た

テ
改
ス
の
シ
境
な
環

能
会
可
社
が
等
析
止
解
防
音

の

騒
客
の
公
て
音
全
騒

・

℃
呪
い
よ
用

に

を
と
論
こ

。

理
た
た

散

し
し

拡
築
与

の
構
寄

音

を
に
ム
善

データベース技術を適用した臨床検査システムを構築し
たことにより,臨 床検査の迅速化,高 精度化を実現し,医
療の高度化等国民の健康の増進に寄与した。

異機種コンピュータとファクシミリ網を結合し,デ ータ
を中央 ・地方間,地 方相互間で情報交換するシステムを構
築したことにより,業 務の効率化,合 理化,及 び列車の安
定輸送を図 り,鉄 道輸送の高度化に寄与した。

100イ ンチプロジェクター及びモニタテレビを用いて,

経営上の各種の分析,予 測が可能な意思決定支援システム
を構築したことに より,企 業経営の高度化に寄与 した。

運行状逸把握が リアルタイムに行え,パ ス利用者に対す
る接近表m,所 要時間等の情報提供可能なシステムを構築
したことに より,運 行間隔の適性化等利用者の利便向上や
経済性の向上を図 り,交 通輸送の高度化に寄与 した。

な蓼璽 蹴鍵 禦禦 要雛 知　階 轟
に提供できるシステムを構築したことにより,都 市計画策
定等行政の高度化に寄与した。'
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全国高校生プ ログ ラ ミンゲ ・コンテス ト入選作品

賞 及 び 作 品 名
作 成 者

学 校 ・学 科 ・学 年 氏 名
作 品 の 概 要

最 優秀賞

「総合実践」における
企業経営情報処理システム

優秀賞

製図用簡易言語プロセッサ

優 秀 賞

Z-80マ シン語独習プログ
ラム

優 秀 賞

ツェナーダイオー ドV一 工

特性測定 プログラム

優秀 賞

点字カナ文字プログラム

優 秀 賞

パソコン制御による

VTR簡 易編集システ
ム

山口県立宇部商業高等学校
電算機クラブ

科業

〃
〃
〃
〃

商 3年 吉武 善幸
〃 竹中 圭一
〃 入江 恵浩
〃 浜田 洋次
〃 中川 克典

埼玉県立熊谷工業高等学校
情報技術研究部
情報技術科3年
〃2年
〃 〃
〃 〃

東京都立烏山工業高等学校

一宏
尚
博

洋
昌
英
全

尾
部
海
谷

峯
軽
内
金

電 子 科3年 亀山 久

福島県立勿来工業高等学校

電 子 科3年 岡部ゆか り
〃 〃 加藤 裕一

"〃 鈴木 則夫

国立都城工業高等専門学校情
報処理 クラブ

電気工学科3年
ク 〃
〃 〃

建築工学科 〃

一
志
俊
子

浩
博
秀
祥

野
原
斐
下

福
上
甲
松

千葉県立一宮商業高等学校
電算部
情報処理科3年 小安 輝明
〃2年 小松 明

経理,販 売,購 買,人 事管理などの事務
について手作業処理,パ ソコン処理を最適
に配分した経営情報処理システム。

機械,電 子,建 築等に関する製図を短い時
間で見やす く,判 か りやすく,正 確に描
きだすプログラム。

Z-80マ シン語(ア センブラ)を 独習す
るため,マ シン語プログラミングに関する

基礎知識と,マ シン語を漢字及び画像処理
によるCAI形 式で学ぶプログラム。

コンピュータなどの素子として使われて

いるツェナーダィオードのV-1特 性(電

圧を加えたときの電流の変化の状態)を 測
定する回路の作成とそれを制御するプログ
ラムo

カナ→点字変換及び点字→カナ変換を行

うプログラム。キーボードから文章を入力
し,デ ィスプレイ上で訂正してから,点 字
に変換し,フ ロッピーディスクに保存,ま
たはプリンタに出力する。点字パターンを
入力して,カ ナに変換することもできる。

3台 のVTRを1台 のパソコ ンで 制 御
し,VTR画 面 とパ ソコン画面の合成,放
映順序の変更などの編集を素人でも簡単に
出来るよう工夫したシステム。

優秀賞
マ イ コン セ ンタ ー

明徳学園相洋高等学校
「マィコンセンター」開発班

普 通 科2年 中山 昌宏
〃1年 山崎 博義

パ ソコンを音響カプラと電 話 回 線 で結

び,セ ンター機 と端末機との相互通信を行
うためのセンター及び端末のプログラム。

学校や生徒会からの連絡事項の伝達センタ
ー機を通 して端末機間の連絡を行 う。

全 国中学生 プ ログラ ミング ・コンテス ト佳作入選作品

作 品 名
作 成 者

学 校 学 年 氏 名'

数 学 の 学 習 プ ロ グ ラム

体育会 の組 別得点集計

体 力 診 断 テ ス ト

255桁 のた し算&
254桁 の かけ算 プ ログ ラム

分 子 モ デ ル の 立 体 表示

東 工 学 園 中 学校

岡山市立京山中学校

同 志 社 中 学 校

同 志 社 中 学 校

岡山市立京山中学校

9
白
り
白
9
匂

3

3

3

3

年
年
年

年

年

年

年

也

一
郎一

哲
龍
雄

曽
子
鳥

木
砂
白

山 本 和 志

野 田 琢

岡 崎 仁 志

白 倉 準

(注:優 秀賞は該当なし)



10

全 国 同校 生 プ ロ グ ラ ミン グ・コ ンテ ス ト講 評

このコンテス トも5回 目を終了した。今年は工

業,商 業,普 通高校,工 業高専か らそれ ぞ れ37

(23校),41(29校),14(13校),1(1校),合

計93編 の作品が審査された。作品で の 使 用 言語

はFORTRAN17,COBOL16,BASIC60で

あった。BASICの 占める割合は毎年高 くなって

お り,こ のほとんどすべてがパーソナルコンピュ

ータ上であ り,高 校生 とパソコンのつなが りが年

々急速に拡が りつつあることを示 している。この

コンテス トでは,応 募は自由であるが,学 校推薦

を経ることになってお り,1校 当た り2～3編 に

制限されている。審査対象の作品の質の良さから

みて,そ れぞれの学校内での厳しい審査を経てき

ているものと思われる。地域的には表1の ような

分布になっている。工業高,商 業高にはそれぞれ

全国情報技術教育研究会,全 国情報処理教育研究

会があ り,こ れら研究会の先生達の日常努力によ

り,応 募が地域的に拡がってきたことは 喜 ば し

い。普通高校では熱心な先生達によって研究会が

発足したばか りであ り,今 表1

後の普及啓蒙活動に期待し

たい。高専は組織的に参加

す るのはこれからであり,

今後に期待したい。

さて今年 も,伸 び盛 り育

情報化月間ア ドバイザ リ・グループ委員

筑波大学 西 村 敏 男

応募者の地域分布

ち盛 りの高校生らしい作品が多かった。こうした

コンテス トは回を重ねると,取 り上げられるテー

マが規格化して,毎 年同じようなテーマの繰 り返

しになる危険性があるものであるが,生 徒達は斬

新なテーマを選びそれに勇敢に挑戦していってい

る。今年は最優秀作品1編 を含めて7編 が優秀作

品として通商産業大臣の表彰 を 受 け た。これ ら

7親 中1編 を除いた6編 はすべてパソ コ ン上 の

BASICに よる作品であった。以下で優秀作品を

簡単に紹介するが,使 用言語にふれていないのは

BASICで ある。 「総合実践」における企業経営

情報処理システム」(宇 部商)が 最優秀作品に選

ばれた。商業高校では 「総合実践」を教科,科 目

の中心として位置づけていて,担 当教師にとって

も指導上の苦労の多い教科である。 この教科のプ

ログラム化であ り,学 校の教科 と密接につながる

ものである。財務分析,シ ミュレーションなどの

考え方を取 り入れ,細 部まで丁寧に作成されてい

る。たとえば業務処理では,会 計処理,販 売 管

理,人 事管理,販 売計画な

}商 業 工 剰 普編 戸
'

北 海 道 1
ひ 「2

, 0 0

東 北 2 1 0 0

関 東 8 16 7 0

北 信 越 2 1 1 0
東 海 7 6 2 0

近 畿 7 6 3 0

中 国 6 0 0 0
四 国 3 3 0 0

九 州 5 2 1 1

計1411訂 14 1

どで,基 本となる箇所が,

手作業処理,パ ソコンを使

用しての処理 とうまく配分

されている。処理方法はわ

か り易く,画 面表示が充分
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に活用 され ている。 ドキ ュメン トも よく立派 な労

作 である。 「パ ソコン制御 によるVTR簡 易 編集

システム」(一 宮商)は,3台 のVTRと パ ソコ

ン画面 を合成 した り,VTR放 映 の順を入れ替 え

た り,説 明画面 をVTRの 映 像 の間 に挿入す るシ

ステ ムであ り,素 人で も簡単 に扱 えるよ うに工夫

した システムであ る。 この作品には,JIS第1

水 準 の漢 字の カナ漢字 変換 の ワー ドプ ロセ ッサの

作成,グ ラフィ ックエデ ィタの作成,パ ソコンの

プ リンタ出力信号をVTRの リモ コン信号に変換

す る リレーユ ニッ

トの製作 も含 まれ

てい る。 よく整理

された 大 作 で あ

る。 「Z-80マ シ

ン語 独習 プログラ

ム」(■ 山王)は

Z-80ア セ ンブラ

語 をCAI形 式 で

独習す るための シ

ス テムで,漢 字デ

一

きこ;㌧ ＼麟 ・4>

ソ

畿一 錘 …
懇そ認 鋤,

一タ処理機能も一部含まれている。今年は一般に

共同作品が多かったが,優 秀作品の中のただ一つ

の個人作品であった。個人でよく頑張ってつ くり

上げたと感心させられる作品である。 「ツェナー

ダイオー ドV-1特 性測定プPグ ラム」(勿来工)

は,電 子科,電 気科などで広 く行なわれている実

験を扱ったものであ り,ハ ー ドウェア制御だけで

十分な機能を果たしている。発想 もよく,回 路図

もむずかしくなく,ま とめ方 も良い作品で,工 業

高校生 らしい作品といえる。 「製図用簡易言語プ

ロセッサー」(熊 谷工高)ぽ;製 図を見やす く,判

りやす く,正 確に作成するための簡易言語 とその

処理系をFORTRANで つ くった ものである。座

標 デー タ入 力型式 に簡単 な規則性 を持たせ て簡 易

言語 としてい る。機械製 図,線,円 等 をサ ブルー

チ ン化 してあ り,そ れ らを用いて全体 図を構成す

ることにな る。 よ くまとまった力作であ る。 「マ

イコ ンセ ンター」(相 洋高)は,パ ソコ ンを音響

カプラと電話回線で結び,セ ンター機 と端末器 と

の相互通信を行な うための,セ ンターお よび端末

のプ ログラムであ る。学校や生徒会か らの連絡事

項 の伝達 などで,セ ンター機を通 して端末機の間

の連 絡を行な う。

デ ータ通信に早速

;'..取 り組んだ発 想は

ぎ ・・ ζ.,ト 面 白 い 。 ドキ ュ メ

・1嫉
⑱㍉ 過 ぎ1:

「点字 カナ文字 プ

ミ ログラム」(都 城

〃.{泌 パ 工高専)は,点 字

奉仕 の簡便化を 目

的 と した プ ログラ

ムであ り,カ ナ→ 点字 の変換,点 字→ カナの変換

を行 な うプログラムであ る。キ ーボー ドか ら文章

を入力 し,デ ィス プ レイ上で訂正 してか ら点字に

変換 し,フ ロ ッピーデ ィス クに保存,ま たは プ リ

ンタに出力す る。 また,点 字 パ ター ンを入力 して

これ をカナに変換す る こと も で き る。入 力時点

で,ボ イス シンセサイザーで確 認で きるとい う利

点 ももってい る。 実用 上 もかな りの評価がで きる

と考 え る。 ドキュメ ン トも良 くで きてい る。
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〔情報化国際講演会 ・討論会/基 調講演要約〕

優れたSEを

いかにして育てるか

ポt-一 …ル ・R・ メ リ カ

(米 国IBM社 シ=ア イ ン ス ト ラ ク タ)

lllllM|IIM川lll|lll|H|III|川lltlllllllllltllrltllllllllllll|lli|rmlll川lllllllllMll川IHMIIIMilllMIMIMIMilrllMIM]llHIHiMll[ll川11[1]MIIIHIMIMIIMII[M;

SEの 職務と能力

－DPに お け る4つ の 職 務 段 階 一

今回のテーマに関 し私 が関心を持 っ て い るの

は,ダ ニエル ・クーガーとそのスタ ヅフが行 った

研究 です。 これ は コロラ ド大学 で行 った もので,

『DPパ ー ソナル の訓練,動 機づけ』 とい う本 に

著 され ています。 ここで クーガーは,4つ のタイ

プの分類 を示 してい ます。

1つ は,オ ペ レーターです。 これはただ単な る

オペ レーターではないか もしれ ませんが,自 分の

創造 力を活用す る場合には,そ の範囲が限 られて

い る人た ちが これに入 ります。例えば コーダーな

どもそ うです。

次 の グループは,プ ログラマーです。あ るいは

ロジ ック ・デザイナー(設 計者)と い うことで も

よい と思い ます。 これは コーダーの仕事 よ りもも

うち ょっと大 きな仕事をす る人です。

次が アナ リス トです。 または システ ム ・デザイ

ナ ー,こ れはアナ リス トと同 じよ うな意 味を持 っ

ています が,こ の人 たちを入れ る こと が で き ま

す。 データベース ・デザイナーもこのグル ープに

入 るでし ょう。 これ はいわ ゆるSE(シ ス テム ・

エ ンジニア)の グループの人た ちです
。IBMの

マ ーケテ ィング機構,組 織では ,い わゆ るSEと

呼ばれ る人 々を抱えてお ります。 これ らの人 は,

顧 客 を訪れ る人達ですが,デ ータベ ースを設計す

る人ではあ りません し,シ ステ ムを開発す る人で

もあ りません。 このSEの 主 な 目的 は,ア プ リケ

ーシ ョンを探 し出す とい うことで
,例 えば私 ども

の機械を売 り込む機会 を見つけ ると い う も ので

す。 いったん,そ のよ うな セールスが行われ ます

と,SEは,そ の機械 な りソフ トウェアが成功 の

うちに設置 され るまで見届け る の で す。 ですか

ら,こ ういった人たちはマ ーケテ ィングSE(営

業SE)と 呼 ぶ こともで きまし ょう。

一 策4の グ ル ー プ に シ ス テ ム 参 謀 一

策4番 目に,ク ーガーは,プ ロジ ェク ト・マネ

ージ ャーとい った人た ちを このグル ープに入れて

い ます。 また,こ れに似た仕事を持 ってい る人 た
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に
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ちがすべて入 ります。例えば プログラム ・ア ドミ

ニス トレーターがあ ります。 日本では,米 国 と同

様 に,例 えば データセ キュ リテ ィとか災害回復対

策 とい った ことに重 きが置かれてい るか もしれ ま

せん。そ のよ うな場合には,こ れを管理す る人が

指名 され ます。 この人達が このグループに入 りま

す。例 えば システム ・コーデ ィネーターとしての

役割 を果 た している人,ま た,と きには システム

・マネージ ャー といった人 も含 まれ ます。 このシ

ステ ム ・マネ ージャーは,大 規模 な システ ムの責

任を担 ってい ます 。また,戦 略 計画の立案者 も入

るで し ょう。

これは,新 しい重要な ポジシ ョンで,米 国では

ます ます重 きを増 してい ます。他に ビジネス ・コ

ンサル タ ン トとい った もの もあ り,顧 客が新 しい

アプ リケーシ ョンをつ くろ うとす る場合,ど のよ

うに した ら一番 よ くで きるか といったア ドバ イス

をす るのがその役割です。

一意欲と満足度の関係一

クーガーは,こ れ らの人たちの仕事 の2つ の側

面を見 ました。1つ は,彼 らの仕事 の動 機づ けの

側面です。意欲 と満足度に よって,そ の仕事 に対

す る動機づけ の大 きさを測 る指数 とした のです。

これは モーチベ ーテ ィング ・ファクター(動 機づ

けの要素)と い った ものを使い ました。 フ レデ リ

ック ・八 一ズバ ンの50年 代 の時代 まで さか のぼ っ

た のです。八 一ズパ ンは,ど の くらいそ の人が給

料 をも らっているのか とい う要 因は,長 期的 には

そ のポジシ ョンに とっては重要 ではな く,そ の人

図一1職 務段階と動機づけの関係

動

機

づ

け

の

要

素

仕事 に対す る意欲

仕事 に対す る満足度

オペ レータ職

コーダー

務

段

プログラマ

ロジック・デザイナ

システ ム ・ア ナ リス ト

シス テム ・デザ イナ

データベー ス・デザ イナ

(システム・エンジニア)

プ ロジェク ト・マネー ジャ

プログラム・ア ドミニズトレー タ

セキュ リティ、リカバ リ・

マネージャ

システム・コーデ ィネータ

システム・マネー ジャ

戦 略 計 画 立 案 者

(シニア・システム・エ ンジニア)
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がどのくらい自分のポジションに技術を必要とし

ているのか,ま たどの程度の責任を与えられてい

るのか,ま たどの くらいの 権 限 を持っているの

か,ま た,そ の人が仕事を行 うことによって得 ら

れ る見返 り,こ ういった要素の方が非 常 に 重 要

だ,と いっています。

こういった要因の指数を出してみると図一1の

ようになります。右に行 くにつれかな りよくなっ

ています。これは仕事の動機づけの大きさ,つ ま

りその仕事を行 うことによってどの くらい動機づ

けられるか,や る気を起こさせられるかとい うも

のです。

なぜ こうなるのかということは,よ くお分か り

になると思います。つまりプログラマーの仕事の

方が,オ ペレーターの仕事よりもや りがいがある

のです。実際多 くのオペ レーターは,プ ログラマ

ーへ昇進を望むものです。

クーガーが測定した,も う1つ の結果があ りま

す。それはその仕事から得 られ る相対的な満足度

です。

オペ レーターは,そ の仕事に100%満 足してい

るとい うわけではあ りません。ただ,相 対的に右

に移行す るにつれて,そ れぞれのグループはより

満足を覚えるものだということです。

一 シ ス テ ム 参 謀 の9割 が 不 満 感 一

しか し,プ ロジェク ト・マネージ ャー,プ ログ

ラマ ー,シ ステ ム ・コーデ ィネーター,戦 略計画

立案者,ビ ジネス ・コンサル タ ン ト,こ れ らはい

わゆ るシステ ム参謀 と呼ばれ る人たちです。 この

グループに来 ます と,満 足 の度合はむ しろ下が っ

て しまい,オ ペ レーターと同 じ レベルに までなっ

て しまい ます。い ろい ろな試験 とか,測 定では,

この人たちは,自 分た ちの ポジシ ョンに対 して フ

ラス トレーシ ョンを訴 え ました。彼 らは,も っ と

仕事 がで きるのに,や らせ て もらっていない と,

か な りのス トレスを感 じています。彼 らは,自 分

た ちは圧 力の下に さらされ てお り,そ の圧力に対

処 し切れていないと感 じているのです。彼らの多

くは,そ の仕事に幻滅を抱いていると言っていま

す。 もし,も っと他の仕事,例 えばアナリス トの

仕事をしていたときの方がよりいい仕事をするこ

とができたと言っています。つまり,こ れらの人

たちは,自 分の能力を発揮す ることができないで

いるのです。クーガーが面接 した人は何百人 とい

ますが,こ の上級システム・エンジニア,い わゆ

るシステム参謀の90%は,失 望 とか不満を訴えて

いました。90%と い う数字はかな り高い率です。

それではなぜ こういった状況が起きているのかと

い うことが問題です。

一 シ ス テ ム 参 謀 の3つ の 側 面 一

ここでシステム参謀の3つ の側面についてお話

ししたいと思います。

まず第1番 目の側面とい うのは,技 術的な側面

で,プ ログラマー,コ ーダーは明らかに技術的な

職です。技術的な専門知識を身につけるために訓

練を受け,技 術的な職についているのです。こう

いったコーダーの仕事は,正 確で,精 密であるよ

うに仕向けられています。この人たち の訓 練 方

法,選 考基準は,論 理的な分析が行えるかどうか

というものです。専門的な訓練コー スで は,通

常,合 理的な問題解決といった訓練を受けます。

さて,シ ステム参謀の仕事には,こ のほかに2つ

目の側面があ ります。特にSEに なっ た場 合 に

は,も う1つ の側面が加わ ってまいります。これ

はア ドミニス トレーション関係です。

ここで,二 次元の面がでてきます。 こ の時 点

で,技 術者はその範曝を越えるように訓練を受け

ます。 自分 自身の仕事を整理し,ま とめ,ほ かの

人にもできるようマネジメン トします。

例えばタスク ・マネジメントなどがこの分野に

入 ります。ですか ら,何 が求められるか とい う

と,他 の人がやった仕事の報告をする責務,例 え

ばステータスに関する報告を作成した り,ま た,

メモランダムをつ くって,デ ロジェク トの進捗状
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況は こ うです とマネージ ャーに報告す るのが仕事

とな ります。 また,ド キ ュメ ン トを作成 して,そ

れを配布す るな どです。 このよ うな人 は,し ぼ し

ば プ レゼ ンテーシ ョンを させ られ る立場 に置かれ

ます。例 えば プ ロジ ェク トの現状,進 捗状況な ど

につい て発表を させ られ ます。 そ して専門学校へ

行 って,テ クニカル ・レポー トを書 くには どうし

た らいいか とい うことを学ぽ された りします。 ま

た パブ リック ・ス ピーキ ング,い わゆ る人前 で話

す訓練 をさせ られた り,プ レゼ ンテー ションを効

果 的に行 う方法 を学 ばせ られ ます 。

技術的 な職務 の人 は100%フ ル タイ ムで技術 的

な仕事 を しています が,同 時 に ドキ ュメン トをつ

くった り,報 告 を した りとい う職 務を追加 させ ら

れ てい るわ けです。 こ うい うふ うないわ ゆ る管理

的 とい うか,ア ドミニス トレー ション的な仕事 も

させ られ ているわ けです。つ ま りタイ ムマネ ジメ

ン ト,例 えば2つ の仕事 を同時 にいか に うま くや

った らいいか,自 分 の責 任の2つ の次元を,今 ま

でテ クニカルの仕事 だけ していれ ば よか ったが,

そ の時 間内で3つ の仕事 をいかにや った らいいか

とい うよ うな タイムマ ネジメン トの勉 強を させ ら

れ るわけです。

一 重 要 な 政 治 的 能 カ ー

それか ら3つ めの次元 があ ります。 これ は大 変

重要 です。 この三 次元 めがあるか らこそ,差 がつ

くのです。 つま り,真 に シニア ・システムズ ・エ

ンジニアとして,満 足を持ってや っている人 と,

そ のポ ジシ ョンに上 って も非 常に フラス トレー シ

ョンを感 じて不 満足 を持 ってい る人 との差 がつ く

のは,こ の3つ めの次元があ るか らに他な りませ

ん。

これは何 か といい ます と,ポ リティカルな,す

なわち政治的な側面です。残 念なが ら 最 近 ま で

は,ほ とん どこ うい った政治的な能力に関 して訓

練 され ることはなか ったのです。 これはつ ま り対

人 関係,人 間関係やチ ームス ピ リッ ト,そ してチ

ームとしての団結力を持たせ る,こ うい った人間

関係の技術 とい っていい と思い ます。 また,自 分

の アイデ アをいかに売 り込む か,そ して プログラ

ムを経営者にいかに売 り込むか とい うよ うな技能

のことを言 ってお ります。 また,こ うい った プロ

グラムや プ ロジェ ク トに関 してフ ィージビ リティ

を維持 した り,リ ソースを整 えるため,い ろい ろ

図一2シ ニア ・シ ステム ・エ ンジニアの3つ の能力

箋
覧

管理的能力

技 術 的 能 力

「効果 的」に業務 を

遂行す る能力

「効率的」に業務 を

遂行す る能力

、
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な折衝をした り,あ るいは現在の流れは何である

か,ビ ジネスの流れと,そ の他目に見えない流れ

は,何 かとい うことを明確に話し,表 現する技術

です。ですから,こ の技術と管理の平面を形成す

る次元の人たちと,そ れか らもう1つ 三次元めの

技能を追加された人たち,つ ま りポ リティカル

な,折 衝 した り,対 人関係の技能を求め られる人

たちとの間には大きな差があります。これまでに

かなり膨大な投資をして技術訓練,ま た管理者と

しての訓練をしてきました。ところが,実 際に組

織の中です ぐれた政治家であ り得るかどうかとい

うことに関しては,訓 練を怠ってきた と思 い ま

す。ですから,私 がここで提案したいことは,こ

の三次元めの訓練 もぜひとも行っていただきたい

とい うことです。そ うしますと,初 めてその人の

実力を最 も効果的に発揮す ることがで き る の で

す。

一組織の問題は政治的一

テクニカルな人のほとんどは,こ の三次元の,

対人関係とい うポ リティカルな能力がいかに重要

であるか とい うことを理解 していないように思 う

のです。ですか ら,こ のことをぜひとも分かって

いただきたい と思います。こういった技能が備わ

っているか否かに よって,仕 事に対する満足度に

差が出て くるのです。

図一1の ように順々に階段を上ってい くとこう

い う職務につけるわけですが,こ れは真っす ぐに

上ってい くとは限 りません。最初の3段 階の仕事

とい うのは,専 門的な内容を備えて お りますか

ら,テ クニカルな仕事といえます。ですから,こ

のレベルまでは,技 術的な訓練を受けた人であれ

ばいいということになります。ですから,第3段

階に来るまでは,同 時に管理者,ア ドミニス トレ

ーシ ョンの方の技能 も身につける必要 か あ りま

す。 しか し,そ の次の段階に行こうと思ったら,

ポリティカルな次元の能力を身につけないと,い

けないということにな ります。

このよ うな三次元 の政治的 な手腕が欠け てい る

と,政 治的な現実,つ ま り組織のい ろい ろな ポ リ

テ ィカルな側面に関 して ど うしていいかわか らな

い のです。つ ま り,目 標の設定や プロジェク トの

選定,ま た基本構想の立案,優 先順位の設定,'ま

た,リ ソースの配分,実 績 の評価方法 とい った問

題 は,専 門的な,技 術的な,ロ ジカルな側面 とい

うよ りも,ポ リテ ィカルな側面 が強 いわ けです。

一 軽 視 しが ち な 政 治 的 能 カー

ところが,往 々にし(技 術サイ ドの人は,こ う

いったポリティカルな面を軽視 しがちです。ポリ

ティカルなことは嫌だ,あ るいは,本 質的な問題

ではないとい うふ うに冷笑している場合があ りま

す。実際こうい う組織の中でポリティカルな面に

従事している人たちとい うのは,何 か悪いことを

しているかのように蔑視されてしまうことがある

のです。つまり合理的な理想から逸脱 した人間で

あるかのように見下されている場合があ ります。

私 どものところではポリティカル ・スキルを一

生懸命教えてきてお ります。過去2年 間,82年 の

初期からで,ま だ最近のことですけれども,私 ど

ものところではカス トマー向けのコースと,そ れ

から社内のIBM社 員向けのコースを設定しまし

て,そ のコースの中には,ポ リティカル ・スキル

を目的とした,そ れのみを 目的としたコースを設

けています。 このコースを終えた人は,「 政治と

いうのは,組 織を結束する手段つまり,そ れはメ

ンバーの人々に物事の本質的な違いを見 極 め さ

せ,共 通の目標を持たせるプロセ スで あ る。 ま

た,そ れに向かって結束させるのが政治の力であ

る。」ということを学びとるわけです。 この よう

な政治的な能力のある人達が,先 ほどの満足度を

持っているいわゆるマイノリティ,10%の 人達と

いえるわけです。90%の 人達がなぜ不満であるか

とい うと,こ ういう政治的な影響力を使 うことを

潔 しとせず,ま た皮肉を持って眺めているので,

そのプロセスを踏まないだめに,こ の段階に行っ



ても,結 局仕事が うまくいかず不満足である,や

りがいがないとい うことになるわけです。

結局,自 分たちが本当は行使すべき影響力,そ

してパ ワーを発揮しないとい うことになってしま

います。政治とい うのは空白を嫌 うので,そ のよ

うな役割を果たしていたシニアのプロフェッショ

ナルがいな くなると,別 の人がその穴を埋めてし

まいます。ですから,実 際には必ずそのような影

響力を行使するポジションは埋まっているわけで

す。

一疎外感が不満を生む一

プ ログラム ・ア ドミニス トレーターとか その他

の人達は,往 々にして重要 なプ ロジ ェク トの決定

に関 して上 の方で決めて しまって,自 分たちには

全 く関与 されていない と思 う場合があ ります。例

えば トップの最初の考えでは,来 年の4月 まで プ

ロジェ ク トを完成 しろ,と い うことだ ったはずな

のに,今 度のマ ネー ジャーとい うのは,急 に今年

の末 までに と決めて しまった。人間は少ないのに

時間を短 縮 して しまった とい うよ うな ことで不満

を持つ ことがあ ります。 この よ うな場合,上 に立

つ人 が もっ とポ リテ ィカルな考 えを持 ってい る人

であれば,こ の ようなプ ランが トップで変わ った

とい うことを メンバーに対 し,き ちっ と伝達 し,

ま た好 ましい影響 力を行使 したで し ょ う。 し か

し,ポ リテ ィカルな ことに関与 しない人 たち とい

うのは,こ のよ うな早期警報 を感知 で き な い の

で,何 かがあ って も,そ れに対 して反応 を起 こす

ことがで きません。急に予期 しない ことに直面 し

て,対 応がで きないで,そ のことに不満を持 った

りとい うよ うなことにな ります。そ う な り ま す

と,「 プロジェ ク トに対す る関わ りを 自分たちは

全 く持 ってない。 プロジェク ト・マ ネージャーと

い うのは名ばか りで,実 際には全部 上で決めてい

るではないか。」 とい うよ うな気持 ちにな って し

ま うわけです。ポ リティカルな ことに関与 しない

人は,そ うな って初めて部門の間の ライバル意識
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とか人間関 係の悪化 とか,見 えない敵 の存在 とか

に気 がつ くわ けです。

SE失 格 例 そ の1「 問 題 抱 え 込 み 型 」

最近 ですけれ ども,情 報 セ ンターのあ るマネー

ジ ャーか ら苦情が出 され ました。それは,「 大変

有能な テクニカルな人を雇 って,彼 らを情 報セ ン

ターの コンサル タ ン トに昇進 させた。それなのに

うま くい っていない。 効果的に動い てない。」 と

い うのです。そ のマネージャーの話 しでは,「 ど

うも彼 らは昇進 して も,問 題があ った ら,そ の問

題は 自分たちで解決 しなけれぽいけない と思って

い るよ うだ。顧 客はただ ア ドバイスだけ受 けて,

自分たちで問題を解 決 しよ うとしてい るのぐこ,コ

ンサル タン トの方は勝手に全部 問題 を抱 え込 んで

解 決 しよ うとす るので,顧 客は怒 って しま うので

す 。それは意図的にではないか もしれ ませ んが,

ユ ーザ ー側に してみれば,何 か コンサルタ ン トに

ぼ かにされ てい るとい うような気持 ちになって し

ま うわけです。それに コンサ ルタ ン トは気がつか

な いのです。」 コ ンサル タ ン トとしては,自 分た

ちはテ クニカルな仕事を ちゃん とや ってい ると思

って,す ぺ て手取 り足取 りや って しまい,カ ス ト

マ一一はそれをあ りがた迷惑に思 って しま う,と い

うことです。

-SE失 格 例 そ の2

「問 題 掘 り起 こ し型 」一

「それからもう1つ,ポ ジションが高 くなると

問題解決を行 うことが自分の責任だと思 う人たち

が多いのです。 ということは,問 題をまず一生懸

命見つけようとする。そして見つけたら,片 端か

ら解決しようとするという場合が多い の です。」

私は,「 いいじゃないですか。」といいますと,そ

のマネージャーは 「いろいろな場合,そ ういった

人は,問 題を最初から回避することが で きた の

に,ま た何らかの方法で問題の徴候を察知できた

のに,そ の問題が起こってから解決し よ うと し



18

た。それが問題だ。」 とい うわけ です。 と にか く

問題を見つけて解 決 したか ら,す ごいだろ うとい

って威張 るわ けです。 ここに解 決策 があるといっ

て独 りよが りで喜んでしま うわけです。 そのマネ

ージ ャーは
,「 こ うい うふ うに昇進 さ せた らす ぐ

威張 って,何 で もか んで も自分でや ろ うとす る人

は困 る。そ うではな くて,本 当に有益な ア ドバ イ

ザ ー ・コンサル タン トにな って もら うには ど うし

た らいいか。」 といってきた のです。

－SE失 格 例 そ の3

「ユ ー ザ ー 無 視 型 」 一

それか らもう1つ,や は り情報 セ ンターのマネ

ージ ャーの話 です
。彼がい うには,「 テ クニカル

な仕事を してい る人は,ど うもこ うい う傾向があ

る。技術的な ことは何で もわか ってい る,任 せて

おけ。ハ ー ドに しろ,ソ フ トに しろ,全 部わか っ

てい る。」とあたか も問題を全部サポ ー トで きると

信 じてい る人が多い。一 こ うい う人は,ユ ーザー

とあ ま り時間を費 やさず,ユ ーザーか ら学ぼ うと

い う態 度が欠 けています。 ですか ら,彼 らはユー

ザ ーとの対人 関係な ど全 く眼 中にないわ けです。

む しろオ フィスに閉 じこもってマ ニュアルを読 ん

で,テ クニカル ・ジャーナルに首 ったけ。そ して

端 末を動 か して,パ ソコンで作業す る方 が,ば か

なユ ーザー と仕事す るよ りいい とい うよ うな考 え

を持 っているわ けです。 しか し,マ ネー ジャーと

しては,「 そ うい うことをや って もらうために彼

をそのポ ジシ ョンにつ けたわけ では あ りませ ん。

つ ま り,ハ ー ドとか ソフ トをで きるだけ容易 にユ

ーザーに学 んで もらう
,そ して ユーザーに とって

身近 な システ ムだ とい うこ とを教 えてあげ るのが

彼 らの仕事 なのに,全 くそ うい うことを していな

い。 そこが問題だ。 シニアのシステム ・エ ンジニ

アとい うのは ユーザーとの間で良好な人間関係を

つ くりなが ら彼 らに情報ない しは システ ムを より

身近な ものに してあげ るとい うのが仕事 なのに,

そ れをや らない技 術者 上が りの人 が:多 い。」 と,

そ のマ ネージャーは指摘 してい ました。

変化に適応するSE

神話その1か つて20年から30年前には コンピ

ュータは非常に高価で手に入れに くいものだった

ため,そ れを使ったデータプロセシング ・システ

ムは非常に複雑で特殊なもので,ま た,そ の技術

も何年 も専門的な教育を受けて,や っと習得でき

るものと考えられていました。

神話その2ユ ーザーはシステムの リソースを

効果的,合 理的に使 う能力を持たず,ま た,そ う

しようとしても結局は時間 と費用のムダ,機 器の

誤用を引き起こすだけだ,と 信じられ て い ま し

た。

つまりシステムとい うのは厳密な手順と財務的

な裏付けによって作られる巨大な 「一枚岩」(モ

ノリシス)と 考えられていました。

-60年 前 の 手 法 「ラ イ フ サ イ ク ル 」一

このような考え方に基づ き,1960年 代にはシス

テムのライフサイクルとい うことがいわれ,分 析

一設計一 プログラムー据え付け
,と1つ の段階が

完了してはじめて次のプロセスに移る,と い う方

法がとられていました。

ここでユーザーは分析と据え付け,の ところで

関わ りを持ちますが,中 間の設計一プログラムの

過程では,関 わ りを持たされなかったのです。

つまり,「 設計やプログラムの仕事は,私 たち

専門家がや ります。据え付けてからもシステムが

きちんと動 くようにしてあげます。任せておきな

さい。」とい うわけです。

さて,こ のようなことが信じられてきた結果は

どうだったでしょうか。私たちも苦い経験をして

います。



1つ は時間と費用が非常にかかった,と いうこ

とです。システムの完成 まで2～3年,長 いのは

8年 もかかった,と いうこともありました。その

間 システムが使える状態になっていないのに大量

の文書や資料がつ くられ,そ れに投じられる費用

も莫大なものでした。

もう1つ,ユ ーザーの求めていた要件は初めに

私たち,専 門家に示 されたものとは違 っていた,

とい うことです。

つまり,ユ ーザーの求めていた本当のニーズは

システムを実際に運用 してみて初めて判った,と

い うことが往々にしてあったのです。

-70年 代 の 手 法 「追 加 方 式 」一

こうした反省から1970年 代になってインクレメ

ンタルな方法がとられるようにな りました。さき

の一枚岩的な考え方を 「組み立てライン方式」と

い うなら,こ れは 「追加方式」 とでもいえるもの

です。

つまり最初にフレームワークをこしらえ,そ の

うちの一部を働かせながら他の部分を追加してい

くとい う方式です。

これは複雑なシステムを非常に簡単に理解でき

るような部分に分けて作ってい くとい う能率的な

考 え方なのですが,残 念ながらあまり成功したと

はいえませんでした。とい うのは,新 しい方式を

採用するとい うのに,ま だ,さ きほ どの 「一枚

岩」的な考え方が根強 く残 っていたために不必要

と思われるようなモジュールまでも,た くさん作

ってしまい,そ れをまたいちいちテス トする,と

いうようなことをやっていて,せ っか くの長所が

生かされなか ったのです。

-80年 代 の 手 法 「進 化 方 式 」-

1980年 代に入って,さ らに新しい手法が生 まれ

ました。エボリューショナルー 「進化方式」 と

いいましょうか,初 めにモデルを作 り,そ れをど

んどん進化させ成長させていく,と いう考え方が

生まれました。
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これは明らかにパソコン向きの考え方です。こ

こで初めてシステムがユーザーにとって身近にな

ったということができます。

いまやユーザーが自らシステムにアクセスする

ようになっています。こうして 「神話」は崩壊 し

たのです。

さて,こ のような変化に うまく適応 していくた

めには,シ ステムを統括する立場の人,SEに さ

きほど申し上げたような政治的な能力を持たせる

ことが必要です。

私たちIBMのSE訓 練の目標が,す なわちこ

こにあ ります。

まず,同 じ組織の中にも技術的なものと政治的

なものと2つ の異なった見方あるいは価値観があ

る,と い うことを認識してもらうことです。

例えば意思決定の仕方にしても政治的なものの

見方をする人は直感に基づ く,ほ とんど感情的な

プロセスと考えるのに対 し技術的,合 理的な見方

をする人は,そ れをあくまで論理的なプロセスと

考え感情的な要素を排除しようとします。

目標に対する考え方,失 敗やエラーに対する考

え方等々についても,異 なる態度が生まれます。

ここで私が特に強調したいことは,シ ステムがさ

まざまな組織,期 間に関わっている場合,そ こに

いる人達は,そ れぞれ違ったニーズを持っている

ので,よ い結果を得ようとすれば好む と好まざる

とに関わらず,政 治的なプロセスが必要だという

ことです。 已

これまでのように技術的,管 理的な部分だけを

重視するのではな く,も っと政治的な部分にも目

を向け時間を割いて欲しい,と い うことです。

そのために部下に権限を委譲し,彼 の仕事を豊

かにしてやると同時に自分自身もより高い次元に

引き上げる能力,そ れを授けることが,優 れたシ

ステム ・エンジニアを育てる要点だと思います。

(終 り)
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〔情報化国際講演 ・討論会/基 調講演要約〕

優れたシステムの開発を

いかに進めるか

尾 関 雅 則
(株・日立製作所常務取締役ニューメディア推進本部長)
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過信論と不信論の統一

私 が,日 立製作所に入 りましてか ら6年 置な り

ます。そ の前 は,国 鉄(日 本国有鉄道)に いて,

昭和41年 か ら約10年 間,コ ンピュータとい う怪物

と取 り組 んで悪戦苦闘 して きた経験があ ります。

こんな経験 を買われて,今 日の基調講演 のご指名

を頂 いたのだと思 います。(笑 い)

さ て,優 れた システムを ど うや って作 るか,こ

れ は大変 に難 しい問題 です。 これ まで の経験か ら

何が一番大切 で,何 が不要か,邪 魔にな るか とい

った こ とにつ いて,2,3お 話 ししたい と 思い ま

す。

最近,大 きな コンピュータはあま りはや らな く

な り,だ んだ ん小型 コンピュータが 中心にな りつ

つあ ります。 ビジネス用 とかO'A用 といわれてい

るパ ソコンひ とつ とって見 ても,私 が コンピュー

タとかかわ った1965～1966年 の大型 コ ンピ ュータ

と同等以上 の能力を もった マイコ ン,パ ソコンが

現れてい ます。多分 も う1～2年 もたつ と,大 型

コンピュータといわれた コンピュータ以上の能力

を持 ったパ ソコンが100万 円 前後で出て くるだろ

うと思 ってい ます。

これは大変な インパ ク トです。情 報 システ ムを

構成 す るキーにな るプ ロダク トが そのよ うに大 ぎ

な変化を遂げ るとい うことは,シ ステムそ のもの

の在 りかたに も大 きな変化 を もた らすだ ろ うと思

い ますが,そ の前 に,い つの時代 で もコンピュー

タとは何か,コ ンピュータに何がで きるのだ ろ う

か とい うことを,そ の システムが 出来上が った時

に,何 らかの意味で関わ り合いを持つ人に正 し く

理解 させ ることが,シ ステム ・デ ィベ ロップメン

トを成功 させ る第一の条件 です。 このことは,コ

ンピュータが大 きくなって も小 さ くなって も変わ

りません。 これを私は,コ ンピュータ認識論 とい

ってい ます。 これが うまく成功すれば,シ ス テム

開発 の半分は成功 した とい って もいい と 思 い ま

す。

今で も,本 質的には変わ っていない と思い ます

が,私 が コンピュー タと関わ りを持 った十数 年前

人 々が コンピュー タを見 る 目は,新 しい救世主あ

るいは空飛 ぶ絨毯 とい うよ うな認識で,非 常に素
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晴 らしい能 力を持 った技術 の塊 りが この世 に出現

してきた とい う見方で した。 これを,私 は,コ ン

ピ ュータ過信論 と申 し上げたい と思:い ま す。 ま

た,そ の一方で,コ ンピ ュータとはい って も非常

に速いス ピー ドの大型 ソロバ ンに過 ぎない,し ょ

せ ん計 算のために生 まれて きた機 械だ よ,と い う

考 え方 もあ りま した。 これを コンピュー タ不 信論

と名付 けてお きたい と思 います。

過信論 と不信論が渦巻 くなかで,こ れに関わ り

の ある方た ちで一つ のまとまった システムを作 っ

てい こ うとい うことですか ら,ま ず認識を統一 さ

せ ることか ら始めなけれぽ話 しにな らないわけで

す。

なぜ,こ の よ うに認識がバ ラバ ラにな るのか。

コ ンピ ュータの出現に よって,誰 もが私 たちの生

活 に変化が出て くるだろ うとい うことを肌 で感 じ

てい ます。そ して,そ の変化 が私た ちの未来 を,

果 た して幸せ にす るのか,あ るいは不幸 にす るの

か とそれ ぞれ が考 え,予 想す る。そ の結果 の明暗

に よって過信 にもなれぽ不信に もな るのではない

で しょ うか。

過信論と不信論の聞

こ うした認識 の在 りかた には,そ うい う情 報を

提供 するいわ ゆる コンピュータ ・ジャーナ リズム

の 力が相 当に大 きい。 そ う考 えると,そ うい うマ

ス コ ミに記事 の素材を提供す る側の問題がでて く

る。素材 を提供す るグループには,お よそ二 つの

グループが あ ります。1つ は,わ れわれの よ うな メ

ーカーで あ り,も う1つ は,コ ンピュ'一タを学 問 と

して研究 され てい る"コ ンピュータ学者"で す。

では,こ れ らの人たちの情報の提 供の仕方 を考

えて見 まし ょう。 まず メーカーは,自 分 たちが作

うてい るわ けです か ら,そ の良い ところ も悪 いと

ころ もよ く知 っています。 しか し,悪 い ところは
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誰 も宣伝 した くない のですか ら,い い ところをや

や誇張 して記事 にしていただ くよ うな情報を提 供

します。た とえぽ,新 機種を開発 して宣伝す ると

き,必 ず 「お安 くつ きます。」 と宣伝 しま す。常

識的に受け とれば,今 まで100万 円だ った ものが,

60万 円 とか50万 円 にな ります とい うことにな りま

す 。 コ ンピュー タの場合,こ れが大問題 です。俗

にバ カとハサ ミは使 い様 とい いますが,コ ンピュ

ー タの価値 は
,ソ フ トウェアでほ とん ど決 まって

しま うわけですか ら,安 いか高いか とい うのは使

い方に よるわけです。 ここの ところは,口 を閉ざ

して余 り語 りません。 メーカーは,要 す るに値段

は高 くな ってい るが コス トあ るいは プライス ・パ

フ ォーマ ンスが よくな ります よとい うことをいっ

てい るわ けです。 突っ込まれれ ぽ,開 き直れ る用

意はち ゃん とで きているのですが,ユ ーザ ーの方

も 自分 の懐か ら金 をだ して買 う人 なら い ざ 知 ら

ず,た い てい は会社 のお金でお買いにな る。社長

さんは,だ いたい外の情報の方を信用す るのが普

通ですか ら,ア メ リカで大変にすば らしい システ

ムがで きた とい うか ら,わ が社 で も早 く導入 しよ

うと決心 します。 しか し,下 の者 のい うことを聞

いて入れてみ たが,も う1つ 効果が上が らな いと

い うことにな ると,初 めは過信論だ った のが,だ

んだん不 信論 になって くるわけ です。

不信論 のほ うは,た とえば経理の実務家がい ま

すね。長年,ブ ック ・キー ピングとい う歴史 のあ

る簿記体系を ソロパ ンと伝票 で築 き上 げて きた。

50年,60年 営 々と積み上げ て きた立派 な システム

が,た かが大型 ソロパ ンが い くら偉 いか らといっ

て,た ち どころに変わ るわけが ない。や るならや

ってご らん,と いった感 じで見 てい る③ ここら辺

りが非常 に大 きな1つ のポイ ン トです。

7つ の こ と しか 出来 ない コ ン ピュー タ

、
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なぜ,こ うした2つ の流れの認識が会社の中に

できているのでしょうか。やは り,コ ンピュータ

といって も,ど うも思いどお りにはなかなかいか

ないということがあるからだと思います。社長さ

んやエグゼクティブは,コ ンピュータで絶えず業

績を向上させたい,そ のためには,内 部の情報が

たちどころにわかるようなシステムができれぽ大

変に有 り難いとか,極 力,人 を減らして間接部門

を効率的にしたいなどといったことを考えている

はずです。しかし,日 本は,原 料を輸入して,海

岸を埋め立てて精油所や製鉄所,発 電所を作って

製品を輸出するサイクルをどんどん拡大して今日

までやってきました。大阪万博のころまでは,こ

のや り方に誰一人疑問を持つひとはお りませんで

した。この間,コ ンピュータはどんどん能力を高

めてきましたが,コ ンピュータはよくわか らん,

あれは専門家に任せておけぽ うま くやるだろ うと

い う認識が非常に多かったのです。

ところが,例 のオイルショック以来,少 し様子

が変わ ってきました。そのころからコンピュータ

とい うものは,専 門家に任せっぱなしにしておい

てはいけないのではないか,コ ンピュータを企業

の中心において経営 とい うものを考え直さな くて

はいけないのではないかとい う機運が起こりまし

た。一番先に気がついたのが金融,証 券界で,コ

ンピュータが止まればビジネスがス トップするこ

とにな りました。このような使い方が企業の中心

とい うことです。もう過信論だ不信論だといって

いられない。本当にコンピュータで何をするのが

いいのか,も う一度原点に立って考え直さなけれ

ぽいけないとい う時代になってまいりました。

では,コ ンピュータにできることは何か。象徴

的にいいますと7つ のことしか出来ません。四則

演算と比較,記 憶,デ ータの移送の7つ です。い

ままでの説明はもっともっとそれ以上のことが出

来 るのではないかという気持をもたせるようにい

いました。これが誤解を招 く大 もとであったので

す。 コンピュータに 出来 るのは7つ だけ,こ こが

大切 な ところです。た だ,こ の7つ につ いてはべ

らぼ うに速い,し か も絶対 と言 っていい くらい間

違わ ない。 ここか ら問題が始 まるの で す。 例 え

ば,給 与計算をや って くれ と頼み ます。給与計算

といって もコンピュータにはわか りませ んか ら,

7つ の言葉でわか るように書 いてあげなけれ ぽな

りません。一つひ とつの ビジネスの流れを7つ の

言葉で書 きあらわせ,こ れが システムづ くりとい

うわ けです。 システムをつ くるこ とは プ ログラ ミ

ングだけではあ りません。 いつ の時点 にこの7つ

の言葉で何 をや るか とい うことを きち っと書 けな

ければ,コ ンピュータはただ の箱に な る わ け で

す。い ろい ろな条件 のもとで,も のす ごい大 きな

論 理の塊 を一つずつ 作 りあげ てい くのが システム

を開発す るとい うことです。

しか し,こ れが なかなか大変な のです。早い話

が,割 合 きちっとしたお金 の話で も,な にが しか

の暖昧 性を もっています。 これが メンテナンス の

管理 とか生産管理 とかにな ります と,言 葉は きれ

いですが,こ れは も う暖昧性の塊 です。それを,

先 の7つ の言葉で書け とい うのですか ら,こ れは,

大変 な ことですね 。そ こか らシステ ムエ ンジニア

の苦悩が始 まるのです 。

コンピュータ族の社会心理

このような事情はもう洋の東西を問わないとい

う感を深 くした1冊 の本があります。アメリカの

ロフトという人の 『コンピュータ情報システム ・

その理論の開発技法』という本です。例えば,N

ORADと い うシステムを開発 した時の話です。

このシステムに何を期待するかを一番よく知って

いるのは,北 米空軍の司令官です。SEの 責任者

は,司 令官に会って直接聞くことができないので

周辺の参謀に司令官が何を考えているかをそれぞ



れ に聞 きます。 しか し,5人 に聞けば,み んない

うことが違 う。それ を ど うやって調整 し,ま とめ

て何 をや ろ うか と彼 は非常 に悩むわけです。 しか

も,そ の間,彼 の部下た ちはす ることが ない。た

だ待 ってい るわけです。それが何回 も重 なると部

下たちは,リ ーダーのい うことをきか な くな りま

す。 そ こら辺 りが シス テムデベ ロ ップメン トを進

め る集団一最近 は,シ ステ ム取 りまとめなんてい

う変 な言葉が でき ましたけれ ども一 ソ フ ト ウ ェ

ア,ハ ー ドウェアを含 めて新 しい システ ムとい う

化物 を動 くよ うにす る とい う責任 を持 ってい る集

団に とって大変に難 しい ところなのですね。

タスク ・フ ォースともいい ますが,開 発の責任

を負 ってい るグル ープは,多 くの場 合,フ ォーマ

ルな形にな ってい ません。 インフ ォーマル,サ ブ

フ ォーマルな グル ープの場 合が多い。 そ れ だ け

に,そ こにおける社会心理 は非常 に複 雑 な の で

す。 これ を私 は,コ ンピュータ族社会心理学 と呼

んでい ます。 コンピュータ族は,毎 日,レ ンガを

積む よ うなシ ンキ くさい仕事 を しています。 しか

も凄い神経労働 の うえ,誰 に も助けて もら うわけ

にい きません。誰かがサ ボった ら全体 は で き な

い。そ うい う仕事を毎 日や ってい るわ けです。そ

うい う人たちの心理 を彼等の上にい る人たちが理

解 で きるか ど うかが,第2の カギです。

コンピュー タは,人 が簡単 だ と思 っている こと

をす るのがなかなか難 しい。反対 に難 しそ うに見

えることは ス ッとこなしてしま う。た とえぽ,国

鉄 の緑 の窓 口のシステムを開発す るとします。切

符 の形 を考 えるとき,発 駅 と着駅 を上 下 に し ま

す。人に よっては,こ れを横に並べ う と い い ま

す。簡 単 じゃないか と。 しか し,こ れ が コンピュ

ータにはむ ずか しいのです
。関連の個所の プログ

ラムを全部 変えなければな りませ ん。 それ が分 か

らないか ら縦だ って横だ ってそ う大 して変わ らな

い じゃないか と,途 中で平気 で変更 を要求す るん

です。開発す る側 に してみれば,極 め てア ンリー
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ズナブルな理由でわれわれは迫害されていると感

じる。それ までやってきたことが全部,水 の泡に

なってしまうんですから。責任者は,こ うした心

理を理解 して,そ うい うことにならないように手

を打って,そ のグループの中で,う ちのオヤジに

外の折衝を任せておけぽ頼 りになる,お れたちの

苦労を分かってくれるとい うまでにしなければ,

部下はついてきません。

ハ イ ア ラ ー キ ー か ら

ネ ッ トワー キ ング へ

次 に,コ ンピュータ技術 の変遷,大 きな流れを

常 に理解 していることが大切です。一昨年で した

か,『 メガ トレン ド』 とい う本がはや りました。

その中に 「ハ イアラーキ ーか らネ ッ トワーキ ング

へ」 とい う言葉があ ります。現在の よ うな小 さな

コンピュータがで きる前は,大 きな コン ピュータ

を皆 で使 いま した。そのために,TSSな ど皆で

使 うための大変素晴 らしい オペ レーティング ・シ

ステ ムが確立 され ました。それ に伴 って言語 シス

テ ムも確立 され た。そのため1つ の閉 じた世界が

出現 しま した。IBMのOS/360と い うシステ

ムが確立 して以来,約25年 ぐらい この考え方が世

界を リー ドしてきました。 メイ ン ・フ レームとい

われ るコ ンピュータの使い方を よ く見 て み ます

と,ほ とん どが この よ うなOSの もとで働 いてい

るファイ リング ・シス テムです。 .

しか し,こ こ5～6年 前か ら新 しい動 きが出て

きています。 いわ ゆるマイ クロ ・コンピュー タゐ

応用 です。 コンピュー タ ・システムが大 き くな り

セ キ ュリテ ィの問題 が出は じめた頃,ち ょうどパ

ソコンが世 の中に出ま した。最初 はゲ∴ム ・マシ

ンで したが,だ んだ ん育 って きて,い わゆ る事務

用 のパ ソコンが相当に普及す るよ うに な り ま し

た。 同じ コンピュータとい う名前がつ いてい ます

が,こ れ まで の コンピュータと大変に違 うところ
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が あるのです。ハ ー ドも ソフ トも似てい ますが,

これを使 って作 り上げ るシス テムが非常に違 うの

です。 これが,い わゆ るハ イアラーキか らネ ット

ワーキ ングへで あ ります。

いままで のメイ ン ・フ レームを中心に した シス

テムは,一 つ のオペ レーテ ィング ・システムの下

で世界 が動 くとい うシステムです。だか らホス ト

コンピュー タが死 んで しま うと,世 界中が闇に な

って しまいます。そ のた めに デ ュアル ・システ ム

ー 影武者を用 意す る必要が 出てきます。 ソフ ト

ウェア もメンテナ ンス とい うことが必要です。 時

代 の変化に合わせて ソフ トウェアを変更 してい く

ことです。 しか もコンピュータの ソフ トウェアが

膨大にな って きます と,メ ンテナ ンスの仕事 もど

ん どん増えて きます。 コンピュータ族は メンテナ

ンスの仕事で手い っぱいにな って しまい ます。 と

ころが外 の人は,高 い金をかけ,人 を多 く使 って

い るのだか ら,素 晴 らしい能力を もってい るはず

だ,も っ とや って くれると考 えます。 ところで,

来 週の常務会 に こうい う資料 を使 いた い と思って

コンピュータ室に もって行 くと,3ヵ 月かか りま

す といわれ る。なんだ,こ の前 まで一生懸命頭を

下げ て仕事を もらいに来た くせに とい うことにな

るのが人情 です。

パ ソコンが普及 して,こ こ数年,OA運 動 が盛

んにな りました。そ して全 くの素人 が コンピュー

タの プログラムを習い,素 人が シス テムを作 りま

した。当然,自 分 の部 な り課な りのことしか考え

ず に作 りま した。 しか し,2年,3年 た つにつれ

てだ んだ ん世 の中が見 えてきます。 そ うなると,

お互 いの システ ムを結 びつけた らどうか,通 信回

線 でつないだ方がいい とかい うことが見 えてきま

す。 皆が開発 した シス テムを コーデ ィネ ー トして

1つ のネ ッ トワークを作 る,こ れ もシステ ムなの

です。LSIの 進 歩に よって,そ うい うことが可

能にな って きたわけです。

3つ の変化の"核"

も う1つ のイベ ン トとして衛星通信 の実用化が

あげ られ ます。 それ に伴 ってネ ッ トワー クも世界

に広がってい きます 。ア メ リカの ファイルを直接

読 め るよ うにな るのは,ま だ先 の ことか も知れ ま

せんが,原 理 的には,パ ラボ ラ ・アンテナを1つ

上げれば世界中の ファイルに手が届 く時代が くる

ことは確実です。新たに国境 とは何か とい う問題

が 出てきます。 これ までは,地 球 の表面に張 りつ

いた通信手段 しかあ りませんで した。 衛 星 通 信

は,地 上36,0001〈mの 彼方 を中継点 に しての通信 で

す か ら,中 国 も韓 国 も同 じエ リアに入 ります。

変 化の核 にな ってい るのは,マ イクロ ・エ レク

トロニクス,衛 星通 信,そ れか ら通信の 自由化 の

3つ です。 この3つ がい ろいろな影響 を これか ら

の世 の中に及ぼ してきます。そ のときセこ,一 番 大

切 な ことは,い ままでのメイ ン ・フ レーム中心 で

一 つのOSの 下 に世界が動 く時代は も う終 わ り,

そ の ような システ ムを包含 した新 しい システ ムの

時代が くるとい うことです。

次にハ ィア ラーキー ・システムの話ですが,開

発の手順で第一 に大切な ことは,シ ステムの使用

開始点にサ ービスす る機能 をフ リーズす ることで

す。原則 として機能を フ リーズした ら変え ませ ん

よ,そ して,コ ンピュータ族が安心 し,信 頼 して

働 け るシステム開発 の仕掛けを作 る ことが大事 な

のです。

システ ム開発 を行 うためには,い つ幾 日まで に

何 をや るかが決ま らないと,ど んな場合 で も本 当

の意味での開発 が始 まらないのは確か な こ と で

す。 また,そ れが決 まった ら,一 人ひ と りが何 を

や るか も明確にす る必要が あ り一まず。一人 ひ と り

のスケジ ュールが決まれば,と きどきチ ェックす

れば いい のです。一人 ひと りではなければ いけな



い ところが非常 に大切 で難 しいわ け で す。 し か

し,必 ず何 ヵ月 も同じところでとまってい る人間

が 出てきます。何故 そ こでとまっているのか とそ

の人 に聞いて も分か らない。 そ うい うときのマネ

ー ジャーの態度 が大事 なんです。気分転換 をはか

る ことが案外効果 が大 きい ようです。

更 に,ネ ッ トワー ク ・システムになると,新 し

い通 信 とい う考 え方 が必要 にな ります。 はや い話

が,針 金 をつ な ぐだ けのこれ まで の通信か ら,針

金 がつ なが った あ とで起 きて くる通信 プ ロ トコル

や コー ドを変換 した りす る ソフ トウェアの通 信,

論 理 の通信 とい った ものがた いへ ん大事にな って

くるのです。 この論理 の通信 を含め て新 しい分散

システムをど う取 りまとめ てい くか,今 までのよ

うなマスター ・ア ン ド・ス レーブス型 のシステム

開発 よ り,も う一次元高い フ ィロソフィが必要に

な って くるだ ろ うと思い ます。

システムノロジーの

確立が必要

プ ログラムが固 まって きます と,目 標 日が見え

て きます。3か 月な り,4,5か 月 前にな った ら

親 分が出て行 って,徹 底的に テス トをや ります。

い ろい ろ意地悪な ことも含めてや ることが大切で

す 。そ して,考 え られ るバ グを出 し切 ってか らデ

ィス カ ッシ ョンを繰 り返 して,日 を決 めて直 しを

行 い ます。 先の緑 の窓 口の システ ムの ときは,約

2000件 ぐ らいの問題 があ りま した。1つ ひ とつ手

続 きを してデバ ックし,直 した件数 で追 っかけ て

い き,最 後 に4つ 残 った時点 で,切 り換 え 目を迎

え ました。 素人 だか らこんなバ カな ことをやるん

だ とコンピュータ族の古い連 中か らいわれ た り,

若 いのは,両 方 の顔 色を見 て悩 んだ りした ようで

す が,や るべ きことはキチ ッとや っておけば,ダ

ウンしない システ ムが作 れる ことを彼 らに もわか

っても らえたのが,大 きな効果だ った と思 ってい
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ます。

20年 近 く,コ ンビュー'タに関係 して きて,シ ス

テム とい うものは,ハ ー ドウェアの世界にない2

つ の大 きな特色が あると強 く感 じてい ることがあ

ります。1つ は,シ ステムとい うものは必ず"暖

昧性"を 持 っているとい うことです。 も う1つ

は,シ ステムには"個 性"が あるとい う こ と で

す。一見,似 た システムで も,ち ょうど人間の顔

がみ んな違 うよ うに それ ぞれ に違いが あ る の で

す。 この2つ の特色を ど うつか まえ,ど う料理 し

てい くかが システムにまつわ る大 きな課題だ と思

っています。

そ の拠 ってきた る原因 を考えて見 ます と,お お

むね18世 紀 に発達 した デカル トの哲学か ら発 し,

物 理学 として花が咲いて,そ の応用 として インダ

ス トリーに至 った とい う工業 の流れに思い至 りま

す。そ のおお もとは物理学であ ることは皆 さん も

否定な さらない と思い ます。 しか し,シ ス テムと

い った場合,そ れが直ちに物理学か とい い ま す

と,答 えは ノーです。物理学 も何パ ーセ ン トかあ

りまし ょうが,そ れ以上に社会学,政 治学,動 物

学であ った りします。森羅万象,宇 宙全部をふ く

んだ全体 とい うものの中 の"個"と か"部 分"と

い うことを踏 まえた新 しい学問が必要なのではな

いか。数年前,こ れを私は,シ ス テムノロジー,

シ ステム学 と名づけたい と提案 した ことがあ りま

す。 ど うもシス テム ・サ イエ ンス とか,シ ステ ム

工 学 とい ってい る うちは,本 当の システ ム学 とい

うものは出て こない ような気 が します。その辺 り

を詰 めてい くと,結 局,人 間の問題 に帰着 す るの

で はないか と思い ます。新 しい,時 代を超 えた シ

ステ ムとい う問題を リー ドしてい くためには,た
、

とえばダビンチのようなゼネラルという言葉で表

現できる人物が要るのではないかとも思います。

そういう人がたくさん出てこない とこれか らの時

代は大変だなという気がいた します。(終 り)

、
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日本開発銀行はエネルギー問題,都 市再開発等

我国経済社会の健全な発展のために不可欠な政策

課題を設備投資資金の供給(融 資)を 通 して解決

すぺ く,昭 和26年 に政府の全額出資により設立さ

れた政府金融機関で,現 在貸付残高は7兆 円を超

えてお ります。

今日のように価値観が多様化し,か つ経済の変

化が急激となってまい りますと,政 策的要請を的

確に把握し迅速に対応することが従来のや り方で

は困難となってまい りました。このような情勢に

柔軟に対応するには,本 行も情報化の波の外に立

っているわけには行かず,組 織的な情報収集,分

析 ・活用 ・すなわち情報のデータベース的利用が

急務となってまい りました。

従来より,融 資に際 しましては,お 申込みをい

ただきました企業を慎重に審査させていただき,

設備投資能力を判定 してまいりましたので,本 行

は莫大な企業情報を蓄積してお り,そ の一部は既

にデータベース化されてお ります。

たとえば,企 業財務データにつきましては,有

価証券報告書等 を情 報 ソース として質 ・量 とも我

国有数の財務 デー タベースを構築 し,行 内向け に

オ ンライ ンサー ビスを実施 してお り,誰 でもいつ

で も必要 な情報が取 り出せ る体制 を整 えてお りま

す。 また,本 行が独 自に毎年2回 主要企業を対象

に実 施 してお ります設備投資 ア ンケー ト調査に関

しまして も,そ の分析結果等を オ ンライ ンサ ービ

スすべ くデータベ ースの開発を進め てお ります。

(こ のほか,行 内で利用で きる自前の オンライ

ンデータベースサ ー ビスには,マ ク ロ経 済 デ ー

タ,地 域別主要社会,経 済 データ等があ ります。)

しか しなが ら,現 状 では財務 データ等企業 に関

す る一部 の情報 をデータベ ース化 したに留 まって

お り,文 字情報 を中心 に数多 くの企業情報が デー

タベ ース化 されず残 され てお り,ま たデータベ ー

ス間 の連係 も十分 とは言い難い状況にあ ります。

したが って,今 後 は企業に関す る全ての情報を有

機的 に結 びつけ データベース化 し,オ ンライ ン検

索 を可能 とす ることに より情報を活性化 し,融 資

判断 の迅速化,政 策課題 の早期発見に役立てて行
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く方 針 でお ります。

ところで,今 日のように多種大量の情報が 日々

発生してまいります と,全 ての情報を自力で収集

することはほとんど不可能です。たとえぽ,本 行

の場合,営 業範囲を国内に限定されてお りますの

で,自 前の海外情報収集能力は脆弱と言わざるを

得ず,日 本経済の国際化が進んでまい りますと企

業の行動を的確にとらえることが難かしい場合も

生 じています。

このような弱点を補強するには,外 部の情報サ

ービス,す なわち商用データベースサービスを積

極的に活用して行 く必要があると思われます。企

業活動の情報源として商用データベースサービス

は最も有用なものの一つと言ってよいでしょう。

これを使いこなせないようでは企業 として脱落し

て行 くことにもな りかねません。本行 に お い て

も,日 本経済新聞社のNEEDS-IR等 を導入

し総合的情報収集に努あてお ります。

しかしながら,我 国では商用データベースサー

ビスの整備は遅れてお り,一 般に利用できるもの

は数少ないものと思われます。た とえぽ,ビ ジネ

ス用文献,記 事情報を扱 う商用データベースは前

述のNEEDS-IRだ けではないでしょうか。

強力な政策的支援を行い,早 急に整備せねば我国

企業全体の競争力に悪影響を及ぼす可能性もある

ものと思われます。

さて,情 報収集における商用データベースサー

ビスの利用は不可欠なことであ りますが,逆 に市

場性を有する有用な情報を持つ企業は,そ の情報

を商用データベースとして提供することも可能な

わけであります。

本行は内部に大量の情報を蓄積 してお り,そ の

有効活用を目指 し,総 合的データベース開発を鋭

意進めているわけであ りますが,こ のうち公開し

ても差し支えない部分につきましては何らかの形

で公開し,社 会に還元して行 くことが政府金融機

関のこれからの一つの役割ではないかと考えてお

ります。 ・
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〈シンポジウム要約〉

OAの 社会的影響
昭和59年9月28日(金)

日本都市セ ンター よ り
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近未来 コンピュータのイ メー ジと社会の変化,課 題

東京大学理学部情報科学科 坂 村 健

1 現在のOA技 術の問題

「日経 コンピュータ」誌に掲載 された 「動かな

～・コンピュータ」について,そ の コンピュータが

ど うして動かないのか具体的 な例 をあげ て連載 を

してお りました。例 えば,ソ フ トウェアが うま く

で きない とい うことで,「 動かない コンピュータ」

としてパ ー ソナル コンピュータな どは床 の間に飾

られ てい るとい った具合です 。

コンピュータの導入失敗 の原因 とな るものをい

くつか例をあげてみますと,第 一に売る方 も買 う

i方 も,。 ンピ.一 。の能力を過大評価 し て 、、た

り,ま た逆 に過小評価 していた りして コンピュー

タの持 つ価値 を無視 してい ます。 しか し今,話 題

にあが っている第五世代 コンピュータな どがで て

くると,ノ イマ ン型 コンピュータな どは全然役に

立たな くな り,逆 に非 ノイマン型 コンピュータが

急速に発達す るとい うことを述べ てい ますが,お

そ ら くこの先,10～20年 は ノイマ ン型 をペ ースと`

.し た コンビュー'タが90%を 占 めてい るはずです。

＼ボ ベ 、'ぺ ・ ・
▼
、㎡ 薄
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確 かに ノイマ ン型 で解 決で きない問題 があ るの も

事実 です が,非 ノイマ ン型 が非常 に要求 され てい

るの も事実 です。 しか し今現在,使 われ てい る ノ

イマ ン型 も能 力はあるのですけれ ども如何に して

使 うか とい うことが これか ら重要な課題にな るの

ではないで し ょうか。

また,技 術的な事にな りますが,ほ んの少 し昔

まえ まではパ ー ソナル コンピュータは専 門家が触

るものなのだ とい う概 念が定着 していたのに,現

在 の よ うにパ ーソナル コンピュータが能 力的には

大型 の コンピュー タと変わ らないのに,コ ンパ ク

トにな り,低 価格 に もなった とい うことだけ で世

の中にでて きたのです。

それ らの コンピュー タを調べ てみ ると 「動か な

い コンピュー タ」 が多 く,能 力的に は昔 の何十倍

も上が ってい るのに使い こなせ てい ない ことが,

「動か ない コンピュー タ」 を作 っている原 因なの

です。

これ らの原 因をまとめてみ ると,現 在 の コンピ

ュータを取 り巻 く問題 としては次 の点について,

考 えてみなけれぽな りません。第一に概念形成 の

未熟 さがあげ られ ます。 これは非常に重要な問題

だ と思 うのです。例えば車の免許を持 ってい る方

は どんな車で も運転 が可能なはず です。なぜ な ら

自動車 とい うものに対 しての概 念が一定 してい る

か らなんです。 家電 製品に対 して も同 じですね。

ところが現在 の コンピュー タは,あ る社 の コンピ

ュー タは操作 できても,違 う社 の コンピュータは

操作 できない。電源 スイ ヅチひとつ とって も,各

機種に違いがあ るのです。 これは マ ンマシ ン ・イ

ンターフ ェイス,つ ま り人間 と機械の間の約束 ご

とが,明 確に定 まってい ない とい うことにな りま

す。 コンピュータに対 して このマンマシンは概 念

が ない とは っき り言 えるで し ょう。

誓、吼㌧ 於・オ

壽3か 電へw

第二は コ ンピュータに対す る真の技術教育が成

され てい ない ことです。 コンピュータを売 る側 も

いい加減な知識だけで コンピュータを扱 ってい る

のです。街 で売 ってい るパ ソコンやOAに 関す る

本 のほ とん ど90%以 上 が嘘 を書 いています。今 は

ブームにな ってい る本だけが本屋に並 んでいて,

本 来必要 とす る知識を得 られ る本 とい うのは,手

に入 りに くい もの とな っています。 ただ イ メージ

だけ のコ ンピュータの世界が広 がって しまって,

本 当に使い こなす ことはで きない のです。

第三に急激に マーケ ッ トが広が ったため体に与

え る影響を まった く考 えていない ことです。OA

機 器を入れ ることに よって,健 康を害す る人が非

常に増えて きてい ます。 デ ィス プ レイを見続け る

ことに よる目の障害や,首 筋,肩,手 首の痛み等

を ど う対 処 してい くかは,こ れか らコンピュータ

を扱 う人に とって も,現 在OA機 器 を扱 ってい る

人 に とって も重要な問題 とな るで し ょう。

2近 未来 コ ンピュー タの イ メー ジi

近未来 のオ フnス に求め る コンピューータ及びO

A機 器は,快 適に仕事 をす るた めの技術サ ポー ト

としてで し ょう。効率を挙げ ることもオ フィスに

とっては重要 な問題ですが,こ れは当然仕事場 の

雰囲気を快適にす ることに よって こそ意義があ る

わけです。 ・

そ こで これ らの機 器を大 きく二 つのイ メー ジに

わ けてみ ます と,第 一 は技術 が進 歩 し,よ り小型

化 にな り,日 常生活 に溶 け込む よ うに なることを

イ ンテ リジ ェン ト・オ ブジ ェク トと総称 します。

このイ ンテ リジ ェン ト・ナブジ ェク トとは知性を

持 った無機物 とで もい うので し ょうか,全 部の無

機物の中に コ ンピュータが内蔵 されてい くことな

のです。例えば ドアの中に コンピュー タを内蔵 す

臓 鷲一 票〃

難離離 欄 」
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るイ ンテ リジ ェン ト・ドアなどは通 る人数分だけ

の スペースが開 くように コン トロールす るとか,

そ の他にイ ンテ リジェン ト・チ ェア,イ ンテ リジ

ェン ト ・クー ラーな ど,そ の無機物 の中に コンピ

ュータを入れ ることに よって記憶 と判断 の能 力を

持 たせ ることがで きるよ うにな ります。 これ らは

ます ます未来に向けて増えつつあ るといえ るで し

ょう。それに将来的セこはそれだけでは あ り ま せ

ん。 イ ンテ リジェ ン ト・オ ブジ ェク トが ネ ットワ

ー クで結ばれ るよ うにな った。 これは最近 よ く言

われ てい る ローカル ・エ リア ・ネ ッ トワークが,

情 報 を伝達す る線 なのに対 して,オ フ ィスの中に

入 れなければ な らない4本 の線があ ります。 コ ミ

ュニケー ションの線,情 報 の線,エ ネル ギー線,

そ れ か らコン トロールを制御す る線 な どが必要 で

す。 このイ ンテ リジェン ト・オ ブジェク トを結ぶ

のは情報 もあ りますが,環 境を制御す る線 とい う

の も非常に重要です。現在 既にア メ リカな どは家

庭 の中に,電 話を使 って家電製品を コン トロール

す る遠隔操作等がで きます。

第二 のイメージは アシスタ ン トとして の コンピ

ュータです。今 は人間が コンピュータに対 して,

仕 事 を頼 んでいる傾 向が強 いが,将 来 的1こは人間

の仕事 を積極 的にサポー トす るイ メー ジを持たな

ければな りまぜん。た とえば ワー ドプロセ ッサや

コ ピー機等は単体で機能 してい ますが,そ れ らが

統合 され るス ーパ ー ・ツール化が挙げ られ るで し

ょう。 また,文 章 ・図形 ・画像 ・音声等が統合化

され,各 種 メデ ィアが相互に関連 を持つス ーパー

・メディア化も今後必要になることでしょう。

i3い ま我 々は 何 をすべ きかi

今の日本にとっては コンピュータは切っても切

れない,欠 かせないものとなっています。しかし

現在のコンピュータ技術は,ア メリカか ら輸入さ

れたものであって,確 固とした 日本人のためのコ

ンピュータ技術はあ りません。アメリカ人のため

に作 られたコンピュータが日本人に合 うはずがあ

りません。けれど今後は設計思想や技術を日本で

固め,「 日本人の日本人による日本人のためのコ

ンピュータ」を創 り出すことが重要な課題となる

でしょう。

今,日 本の何社かのメーカーとも提携して押し

進めているのが トロン(TRON)プ ロジェクト

で,日 本人にしか使えない コンピュータを作ろう

とい うことで,徐 々に商品化されていて,来 年に

はその実用品が市場に出る予定になっています。

もう一つは現在の日本における,再 教育に対し

ての制度がまだ確立していないことです。アメリ

カなどはいったん社会に出てから,再 び学校へ戻

る方が多 く,教 える先生の方が若いことがざらに

あるとい うことです。ところが日本では,そ れが

非常に困難になっています。それに 日本の学校で

きちんとした教育がなされていない と言 い ます

が,そ れは断片的な知識を変に聞きかじっている

ことが原因なのでしょう。こういう悪影響の問題

を解決するためにも,再 教育は非常に重要な課題

となるでしょう。

社会経済のシステムにどのような変化をもたらすか

東京大学経済学部教授 竹 内 啓
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i1終 身雇用の崩壊i
2竃

OAの 社会的影響の方向性 として二つの全 く相

反するものがあげられます。その一つが,「 大量

の情報を掌握し得る,大 ネットワークの 支 配 者

(企業)へ の権力の集中」です。 これは国内でも

海外でも起 こり得ると思います。そしてもう一つ

の考え方は,「 資金力より,高 度な情報活用技術

が企業において重視されるようにな り,優 秀な一

人 の人間と高性能で,か つハイスピードなパーソ

ナルコンピュータだけでも企業は成 り立つこと,

また個人に情報へのアクセス権が解放され ること

で,分 権化が進む」 とい う見方があ ります。

方向性の決定は,単 に技術的要因だけではな く

て,イ ンフラス トラクチャや政治的枠組み等様々

な環境によって決まるとい うことができます。

質的変化の可能性として五つのレベルに分けて

み ます。

第一に仕事の現場における直接的な変化に目を

向けてみますと,非 常に熟練労働者が減ってきて

いることが目立ちます。熟練労働者といっても,

一面専門家であ り,肉 体労働者 と言ってもよいで

しょう。書類,伝 票に関するルーチンワークの機

械化などで,事 務労働に従事する者も激減してい

ます。そうしますと必然的に企業組織にも影響が

でてきます。これは第二の可能性です。例えば経

理部などた くさんの帳簿や伝票などいちいち手を

煩わすことなく,一 貫したシステム化でコンピュ

ータが行 うようになれば,事 務作業は 減 少 し ま

す。言い換えれば各部(総 務部,営 業部)で 行っ

ていた分業体制が必要な くなるということです。

この企業の体制が変わ ることによって,人 間の労

働が不規則,非 定型化 し,ま ず雇用形態が変わる

だろ うと思います。常時,勤 務する体 制 が崩 れ

""㌶ 藷 '㌶
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て,必 要 な時 のみ(例 えば コンピュータが壊れた

時,プ ログラムを作 る時,オ ーバ ー ホ ー ル に し

て,掃 除をす るなど)従 事す るパ ー トタイム制が

進み,は か らず も終身雇用制は崩 壊 してい くだろ

うと思い ます。

2産 業構造の変化i

第三番目はOA化 による産業構造の影響です。

同一産業内において,OA化 は商業や金融業,一

部のサービス業等の第三次産業に最も大きな影響

を及ぼすだろうと言われています。銀行に関して

言えば,現 金からカー ド等によるものに変わった

わけですが,フ ァームバ ンキ ングによって一切の

取引がオンラインにな ります。扱 う商品が金か ら

貨幣,カ ー ドに移 り変わることによって 「財の情

報」に変わ ると言えます。オンライン決済で処理

速度が上がった事で,例 えば一社が支払い不能に

陥った場合,そ の1分 弱後には関連会社の倒産を

引き起こすなど,経 済システムの不安定化を招 く

ことにな ります。そ うなると銀行の将来はどうな

るだろうか,と 考えられずにはいられません。

またスーパーや百貨店などいま鏑 ぎを削ってい

ますが,こ れまでの 「流通の合理化」=「 規格商

品の大量生産,大 量販売」から,消 費者の多様な

需要の把握とそれに見合った商品の迅速な供給を

するとい うことが,こ れからの業務の中心になる

でしょう。

また異なる産業の関係で言いますと,第 二次産

業と第三次産業の関係で言えば,「 モノの生産」

から今はサービス業へと移 っている。て)まり,生

産に従事する第二次産業か ら,流 通など第三次産

業に多い"需 要 という情報をもつ企業"に 比重が

移 りつつあるとい うことです。

また有形のものより無形のものが多 くなるとい

只　 '　 噸簸
,灘 翻
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うことですが,し かし有形のものも必要です。例

えば洋服一枚買 うにしても既成品ではな く,自 分

の好みに合 うナーダーメイドで生産するとい うこ

ともあります。生地にしても好みがあ りますから

指定の通 り,織 り始めから行 うことで徹底した注

文生産制がこれか らも実施されることになるでし

ょう。

そこでやはりモノを作るとい うことが強みにな

る第二次産業が情報を持ち,強 いわけですが,い

ま情報は戦国時代を迎えていまして,例 えば第二

次産業でモノを売った り,第 三次産業でモノを作

った りとかで分別がなくなってきました。これら

は国際経済にも影響が出てくると思います。第四

番目の可能性です。情報力,単 に情報技術だけで

はな く,情 報をいかに高度に うまく生かすか,と

い うことに関するものも含めての,情 報技術の国

際的な格差はどんどん大きくなる一方だと思 うの

です。

まず情報に関して,一 番進歩しているのは,間

違いな くアメリカですが,日 本 もだいぶ進歩して

きているのは事実です。ハー ドの基本的なアイデ

ィアはアメリカが進んでいますが,反 対にハー ド

の製造技術は日本が進んでいます。

社会システムのなかで情報を うまく生かす こと

に関しては,ア メリカより日本の方が有利な面が

多いのです。マンマシン・インターフェイスとい

う言葉がありますが,機 械があって人間がある,

また人間個々のレベルのインターフェイスとの関

係があって,他 に社会と人間とのインターフェイ

スがあ りますが,こ こは日本の方がかなりうまく

やれるとい うことなのです。 しかし,ま ず問題な

のは先進国と開発途上国との格差が大きくなる一

方だということなのです。

万tS'c/ ㍗'、:㍗ イ㌻∵1㌢;七rt"
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i3都 市機能の変化

私が興味を持っていることで,都 市とい うもの

の役割について考えてみますと文明社会は都市社

会であって,文 明化とともに人間が都市に集中す

るわけです。近代化に ともなって都市の人口が増

え続けます。そこでなぜ都市に人口が集中するの

だろ うか,と いうことにな りますが,ま ず都市が

情報センターであるとい うのが一つ。情報が集中

し,ま た情報が出てい く。そのためにも人間が必

要なのです。 また都市に情報センターがあるとい

うこと,そ れだけで魅力である,と い うわ け で

す。

情報センターとしての都市の機能は大幅に変わ

るだろうといわれています。ネ ットワーク・シス

テムが全国に発達しているので,情 報を知るのに

わざわざ都市に行 くことはない。また,情 報をコ

ントロールす るのに都市か らコントロールしな く

てもどこか らでもできます。例えばネットワーク

システムで各企業を結んだ ものがすなわ ち銀 行

で,そ れの結んだ中心が大 コンピュータとなるわ

けで,そ れが銀行の中枢とな ります。これを都市

に置かずに,も っとどこか安全な所に置 くべきだ

とい うことが言われています。

こうい うことから情報中枢に人間が集まるとい

うことは減ってくるのではないでしょうか。はっ

き りした ことはわかりませんが,情 報化 とい うの

は社会生活の各面で影響を及ぼすのではないので

しょうか。とい うことは政治構造とか社会構造に

もいろいろ影響を与えるだろうと考えられます。
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雇 用 へ の イ ン パ ク ト

慶応義塾大学経済学部教授 島 田 晴 雄

i10Aに よ る雇 用へ の影 響i

雇用の問題とい うことですが,ま ず雇用への影

響を分析するためには,次 の二つの問題を考えて

おかなけれぽな りません。ひとつは合理化ですか

ら,技 術革新 も合理化のためにやるわけですか ら

OAの 導入によって人員の減少があるとい うこと

です。もうひとつはOAを 作る人員,ま たそれに

関わる人員の増加とい うのも考えていかなけれぽ

な りません。

この分析にあたっては,産 業連関表 とその応用

としての産業一職業マ トリックスによる分析が有

用でしょうか。問題は,ひ とつの産業は独立せず

何十 という他の産業 と関わっていて,作 った物は

また何十 とい う別の産業に売 りつけるわけです。

そ うい う相互関係がありますか ら,当 然経済の申

の波及効果とい うのがあって,OAな らどうい う

波及効果を持つのか,と い うことを考えるときに

は産業活動の中でOAに 直結 した部分 は 何 な の

か,と い うことを振 り分けなけれぽな りまぜん。

現在,通 産省を中心に,こ の分析作業が進んでい

る段階ですが,現 状ではこうだ と言える分析はで

きてお りません。特にこの振 り分けが難しく技術

的な問題,統 計行政的な問題が関わってきて,あ

らゆる産業がOAに 関わっているので す。 従 っ

て,OAと い う問題が持っている問題の意味がど

んな形に展開していて,ど んな意味があ り,ど ん

な方向にい く可能性があるのか,考 えてみたいと

思います。

i2発 展す るOAと 雇 用i

OAの 展開 とい うと三つの段階に分けられると

思います。

一つはOA機 器の単体としての導入の段階につ

いて考えてみます。

パーソナルコンピュータ,オ フィスコンピュー

タ,ワ ードプロセ ッサー,フ ァクシミリなどの複

合 した機械が導入されています。導入により事務

計算,技 術計算,文 章作成など事務処理は早 くな

ります。これらのいろいろなメリットを総合して

みると事務処理の速度 ・精度,サ ービスの量 ・質

とかデータの把握とか効率的な展開などの面がや

り易 くなるとい うメリットがあ ります。しかし,

雇用の面ではその削減効果は目立 っていません。

どうしてかはいろいろ理由があって,キ ーボー ド

に慣れていない等,人 間とのインターフェイスが

悪 く,ワ ープロを打つ女子社員の確保による雇用

増 となった りします。また,文 章作成は定型的な

単純業務に導入されているので,OAの 占める作

業が限定される。また,労 働者には,目 の疲れと

かス トレスの高まり等の精神衛生の面で影響を与

えています。

第二の段階になると企業組織内における有機的

なシステムが形成される段階になります。オフィ

スでの作業の内容とか,構 造,流 れに従 って効率

的に処理するためOA機 器が有機的に機能し,事

務処理と有機的に結合しています。全体の流れの

中で合理化が行われているのです。
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ある例をいえぽ,自 動車会社なんですが輸出業

務が急増 した,と いうことなんです。 営 業,経

理,財 務,輸 出業務などトータルなシステムを作

って今,効 率的に活動 しています。

よく大手の商社などは昔からEDPと い うのを

やっていて,1970年 代になってきますと営業取引

と会計とを一緒にしたようなシステムを作 り,こ

れをオンラインに乗 らせ主要な支店を結ぶ形を取

っています。

それからかな り多 くの会社が人事情報のシステ

ムを作っていて,人 事の情報から出勤から皆勤の

管理,人 権費のモデルを作っていろいろな情報を

抜 き出せるようにしています。

雇用面では作業内容が変化 した結果,女 子採用

の減少,男 子では中堅社員の付加価値化で非常に

大きな省力化が期待できます。それから残業が減

っていることがはっきり言えます。

それから第三段階の社会的なネットワークとい

うことですが,今,技 術的ないろいろな実験が行

われていますが,社 会制度との関係とでどんな形

で機能するのか,そ の結果によりいろいろな事が

起 こり得るだろうとい う可能性が指摘されます。

企業活動は情報を処理する活動で,従 来は 「企

業は人,物,金 からなる」 とい う考えでしたが,

「企業は人,物,金,情 報からなる」に変化し,

いかに 「情報」が産業で大きな力を持 ったかが伺

えます。

企業は 「企業」,「家計」,「政府」など諸機関の

関係がデータベースを基礎にして,コ ミュニケー

ション・ネットワークを作っていますも

また企業は人材,,資 材等を大量にストックして

お くス トック型企業か ら,そ の時々の条件の元で

資本サービスを最も適切に結びつけて利潤を追求

するフロー型企業へ変化し,さ らに不特定多数で

はな く,特 定多数に対応できる体制へとなってい

きます。つまり,こ れまでの時代は,鉄,石 油な

どの規模の経済が日本を支えて来ましたが,今 後

は中小企業が大企業に対抗する,雇 用はどんどん

変化 し,企 業内教育 より高度な技術者は引き抜 く

といった,資 本も労働 もレンタルの方が良いとい

う状況になるだろ うと思います。それらを支配す

るのも 「情報」というわけです。

3こ れからの雇用について

OAは 成長企業で伸展してお り,削 減効果をし

のぐ成長によって,雇 用をむ しろ増加させている

が,失 業の増大を心配 しなくてはならないのは,

衰退産業や不況産業だと思います。

最後に付け加えたいヒとは一つに労働時間を削

減する必要があるということです。生産性が高ま

りますので,人 手がいらない。皆が働 くためには

労働時間を少な くしなけれぽな りません。基本的

には48時 間となっていますが,中 小企業は約50時

間は働いていて,大 企業は40時 間を切 っ て い ま

す。ですか ら,一 人週20時 間とし,資 本の稼働は

24時間 とす るべ きです。人のいる昼間 だ け で な

く,夜 の時間帯もフルに活用することも,一 理あ

ると思います。二つめに中年の再教育 制 度 を ど

うしたら良いのかを考えてい くべ きです。学生 と

違い何かを学ぶことに意欲はあるが,勉 強時間が

自由にとれず,家 庭 と会社に自分が縛られていま

す。中年の再教育を日本の企業がこれからどう捉

えてい くかが大きく日本の教育に左右するでしょ

う。
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高 ま る 創 造 性
NCC'84一 ラ ス ベ ガ ス

(財)デ ータベ ー ス振 興 セ ンタ ー 山 鳥 雄 嗣

「今朝 の競合相手は午後には顧客にな り,夕 方

にはジ ョイ ン ト・ベ ンチ ャーの良 きパ ー トナ ーに

なる……他産業 では見 られない よ うな ことが,わ

れわ れ業界 ではご く普通に起 ってい る。世間 の信

頼 を得,期 待 に応 えなけれぽ ならないわれわれ業

界は,不 誠 実を許 してはな らない。他企業 の成果

の盗用,ソ フ トウェア権 の侵害 といった行為 は,

結 局は企業の共 倒れを起 こしかね ない。われわれ

は,政 府,マ ス コ ミ,世 間に対 して常 にわ れわ れ

の行動を明 らかに しなければな らない。」

情報産業が社会,業 界 自身そ してユ ーザーに対

して果すべ き責 任の重要性 を説 きなが らNCC'84

で のIBM社 長 ジ ョン ・エ イカーズ氏の基調講演

は始 まった。

1984年 のNCCは,連 日40度 近 い真夏 の砂漠の

中の賭博都市 ラスベ ガスで9月9日(月)か ら4

日間 にわた る幕を開けた。

オープ ニング ・セ レモニーでは,基 調講演に先

立 って レーガ ン大統領 のメ ッセージが衛星通信を

介 して送 られ,会 場 の大 ス クリー ンに 映 写 さ れ

た。 「私 は,ア メ リカ ンコンピュータの創成期か

ら今 日の革新 に至 るまで世界を リー ドした国だ と

信 じてい る。 また,今 日の全世 界の70%を 占 め る

ICの 生 産高か らい って も,コ ンピュー タ産 業は

今 日で もアメ リカを中心に動いてい る。」 と ア メ

リカの業界に賛辞を送 った。

テ ク ニ カ ル ・セ ッ シ ョ ン
』..■t_...、_..t■_...._.r.._,..._dt.._...._...._".._....J

NCC行 事 の メインであ るテクニカル ・セ ッシ

ョンでは,10会 場 で並行 して90の 論文発表お よび

パ ネル討論が行われた。

「もしあ なたが電話で フラ ンスを呼び出 した場

合,あ なたが フラ ンス語 を話すか先方があ なた の

言葉を理解で きないか ぎ り,お 互 いの コ ミュニケ

ーシ ョンは成 り立た ない
。つ ま り共通語が なけれ

ば意思 の疎通が 図れ ない。 ここに コ ミュニケー シ

ョンにおける標 準化の重 要性 がある。」

ア メ リカ商務 省標準局(NBS)の コ ンピュー

タセ ンターの ブラ ンク所長は,"マ ル チ ベ ン ダ

ー ・ネ ッ トワーク"と 題 す るパ ネル ・セ ッシ ョン

で この よ うに切 り出 した。

今 日,多 くのLANが 商 品 として市場に出回 っ

てい る。 また,数 々の コンピュータ ・メーカーあ

るいは事務機器ベ ンダーがそれぞれ特徴 のあ る製

品を発表 してい る。 しか し,LANの 多 くは 同一

ベ ンダーの製品 の接続 を主 目的 にしてお り,他 の

ベ ンダーの製品 との接続 は ゲー トウェイに依存 し

てい るのがほ とんどで ある。 しか も,ゲ ー トウェ

イは,ハ ー ド的には用 意 されていて もソフ トウエ

ア面 での充実 に欠けてお り,事 実そ うした不 満 も

多い。 したが って,現 在,プ ロ トコルの標準化に

対す る期待は急速に高 まってい る。

べ繰s'"
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羅

NBS,GM,BoeingComputerService

社 の3者 のスポ ンサ ーに よる標準 プロ トコルをベ

ース とした マルチベ ンダー ・ネ ヅ トワー クの実現

は,今 回のNCCの ハ イライ トで あった。3者 に

よる研 究開発 の成果 は,ブ ランク所長 を コーデ ィ

ネ ータとす るテ クニ カル ・セ ッシ ョンで発表す る

とともに,展 示 会場 で も大 がか りなデモ ンス トレ

ーシ ョンが行わ れ,多 大 の反響 を呼んだ。

デモンス トレーシ ョンは,GMに よ る産業用 の

イーサ ネ ッ ト・タイプ(IEEE802.3標 準)

のバ ス ・ネ ッ トワークとNBSに よ るビジネス用

ネ ッ トワークに分けて行われた。GMの 産 業用 ネ

ッ トには,DEC,IBM,HP,Montnola等

の7社 のベ ンダーの異 った機 器が,ま たNBSの

ビ ジネス用 ネ ッ トには9社 の製品がそれぞれ ノー

ドとして接続 され た。各社 は,お のお の提案 され

た プロ トコルの標準案(ISOのOSれ こよる7

層 レイヤに準拠,ア メ リカではIEEEが 標 準活

動を行 ってい るが,現 在下位3層 まで実現)に 基

づ き,ネ ッ トワー クへ の接続を実現 した。特に今

回 は,ト ラ ンスポー ト層が完全に,ま た アプ リケ

ー ション層 の一部 の標準 プ ロ トコルが実現 できた

ことに価値が ある。 これ に よって,各 ノー ド間 の

ファイル転送 お よびアプ リケーシ ョンの共用が可

能 とな る。OSIとIEEEお よび今 回のNCC

で の実現 についての関係は表1の とお りであ る。

<表1> プロ トコル の標準 の実現

iISOレ イ ヤ ー ア メ リカに お け る現 状

1
NCCで の実現

7

`

1

ア ブ,ケ ー シ 。 ∴IS・ ・フ ・イ ル ・ ・ラ ン ス ・ ・rNCCで サ 。,。 。,の 頬

lGM標 準 メ・セージ]

6「 プ ・ゼ ・テ ー シ ・ ン ISO/GM未 完成
」

5 セ ッシ ョ ン ・ISO/GM
1未完成

4 トラ ンス ポ ー トllSO/NBSク ラ ス4 GMとNBSの デモで実現

3 … ワーク1巖 磯:㌶ ご 二、1遂行,、NCCで は実現せず

`

デ ータ リン ク
IEEE802.2ク ラ ス1NCCで 実 現

IEEE802.4ト ー ク ン1

1フ ィ ジ カ ル IEEE802.4ブ ロ ー ドバ ン ド NCCで 実現



かつ ての大型 メイ ンフ レームをベ ースとしたハ

ー ドウェアとOSお よび ユーティ リテ ィ ・プログ

ラ ムを 中心 とした ソフ トウエ アに集約 されたNC

Cも,こ こ数年来格段の変化を見せてい る。 つま

り,イ ンテ リジェンスの高い超 小型 プ ロセ ッサに

よる分散 システ ム,パ ソコン,ワ ー クステーシ ョ

ン,ネ ッ トワーキ ング,コ ンピュータ ・グラフ ィ

ックス,VIDEOTEX,こ れ らのた めのアプ

リケー シ ョンといった よ うに,ハ ー ドウェアの高

度化 と通信 回線 の利用,利 用技術 の進歩 と利用分

野 の拡大 に対応 した幅広い もの とな ってい る。以

下 は今回 のNCCで の テクニカル ・セ ッシ ョンに

おけ る メイ ン ・テーマであ る。

)

)

)

)

)

)

)

)

)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン

ハ ー ド ウ エ ア お よ び ア ー キ テ ク チ ャ

ソ フ トウ エ ア

コ ン ピ ュ ー タ'グ ラ フ ィ ッ ク ス と催 物

パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ

教 育 と社 会 の 問 題

情 報 処 理 マ ネ ジ メ ン ト

デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト

人 工 知 能

10)コ ン ピ ュ ー タ ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
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展 示 会

展示会は,NCCの 主 行事の1つ であ ると同時

に世 界中の この業 界の注 目の的 ともな ってい る。

とい うのは,NCCを 新 製 品の発表 の場 とす る メ

ーカー も多いか らだ
。今年 のNCCで は,約650

社 が 新 しい技術 を駆使 した製品 をもとに 覇を競い

あった。

展示会にかつ てのよ うな 巨大 なメイ ンフ レーム

を持 ち込む メーカーはいない。 メインフ レームか

ら周辺端末へ,端 末の インテ リジェン ト化 と分散

処理,ワ ークステ ーシ ョン(パ ソコン)の 高機能

化 とこれ らのネ ットワーキ ングに よる統合OAの

遂行 ……情報 産業 の流 れをNCCの 展 示会 は如実

に物語 ってい る。

CRTデ ィスプ レイ とキーボー ドの 目につか な

いブースはなか った。 目立 たないのは,せ いぜい

出版会社 か ソフ トウェア 会 社 で あ る。Apple

のLisaとMacintoshに は,開 発 された ソフ ト

とともに多 くの関心が集 まった。

NBIの32ビ ヅ ト・ワークス テーシ ョン,NE

Cの32ビ ッ ト・ス ーパ ー ミニな ど32ビ ッ ト・パ ソ

コンが,脚 光 を浴び始めマス コ ミで も大 きく取 り
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上 げ られた。 この ように最 近のNCCで は,超 小

型 コンピュータ,ワ ークステーシ ョンなどに話題

が集中 してい る。

その他盛 りだ くさんの催物
._...._...._..二 → 一...._.".一 ・… 一=・ ・一 ・… 一 ・… 一 ・… 一 ・・ボ

小人数 の専門 家のために,NCCの 期 間中有料

の セ ミナー・が行われた。 ここでは,技 術論 もさる

ことなが ら,コ ンピュータ分野にたず さわ る人達

へ の動機付 とマネジ メン ト,ス トレ ス の 問 題,

OAと 勤 務者,コ ンピュータ分野 の鑑定人な ど コ

ンピュータ周 りの環境問題につい て掘 り下げた議

論 が行わ れた。

NCCの 初 日,基 調講演 の前 に行われ る恒例 の

ハ リー ・グ ヅド記念賞 は,今 年 はIBMの ゴモ リ

ー副社長に与え られ た。 この賞 は,今 まで情報産

業分野で貢献 した人達に与え られ るもので,今 年

で20回 目を数え る。その他,情 報 処理 サ ービス分

野で貢献 した者に主催者が送 る賞 は,ミ シガン大

学 のゲイラー教授に,ま た情報処理教育に貢献 し

た人 に送 られ る賞は,エ ール大学 のパ ー リス教授

にそれ ぞれ授与 された。

NCCの 開催 中,2つ の小部屋では短編映画が

常 に上映された。"LANとOA:そ の イ ンパ ク

ト","プ ログラマーの生産性評価"等 タイ トル

の割には入場者は ご くわずかであ った。

古 き良 きコンピュータ時代を振 り返 る"パ イオ

ニア ・デ ィ"は,今 年 は ロー レンス ・リバ モア国

立研究所 で行われた研究 に焦点が 当て られた。 コ

ンピュータ ・ネ ッ トワーキ ング技術 のデザイ ンを

最 も早 くか ら手が けた とされ る,こ の研究所 の成

果お よび歴史 が詳細 に語 られた。

今回のNCCの 参 加者は,延 べにす ると10万 人

近 くに達 しラスベガス中のホテルは満 員 に な っ

た。海外 か らの出席者 も年 々増 加 し,圧 倒 的に 日

本か らの参加者が多い ものの東南 アジア,北 欧,

南 アメ リカ等か らの参加者 も目立つ よ う に な っ

た。NCCに 新 たな技術を期待す る人 もおれぽ,

一 種 のシ ョウで あって大 して得 るものはない とす

る人 もい る。 しか し,こ うした催物が産物 を刺激

し,新 た な発展 を生む の も事実 である。

年 に一 回のお祭 りに,業 界 の先導者 あるいは技

術者 が集 ま り,旧 交 を温 めなが ら新 しい技術 につ

いて議 論す るの も楽 しい ものであ る。
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JIPDECだ より一
◇委員会設置状況

当協会の事業を推進 す る うえ

で,外 部の学識経験者等を招いて

組織する各種委員会の活動は極め

て重要であるが今年度は下記の委

員会が設置され,各 々積極的な検

討,審 議を行 っている。なお,こ

の他にも専門委員会,小 委員会,

ワーキング・グルー・一一プ等21種 の委

員会が活動している。()内 は

委員長,敬 称略

情報提供サービス(デ ータベース)

研究会(斎 藤忠夫 東京大学)

ソフトウェア保護法律問題研究会

(中山信弘 東京大学)

汎 ネットワーク推進委員会(稲 葉

秀三(財)産 業研究所)

文章情報データベース総合利用調

査委員会(淵 一博(財)新 世代 コ

ンピュータ技術開発機構)

ソフ トウェア開発 ・運用調査委員

会(道 下忠行 東海大学)

地域内情報流通委員会(川 端亮二

く財)地方 自治情報センター)

マイクロコンピュータ基本問題委

員会(田 村浩一郎 電子技術総合

研究所)

マイクロコンピュータ応用技術調

査 委員会(西 川祓一 京都大学)

マイクロコンピュータプロジェク

ト委員会(田 村浩一郎 電子技術

総合研究所)

システム信頼性委員会(当 麻喜

弘 東京工業大学)

システム信頼性企画委員会(当 麻

喜弘 東京工業大学)

システム移行技術調査研究委員会

(斎藤信男 慶応義塾大学)

ソフ トウェア品質評価調査研究委

員会(菅 野文友 東京理科大学)

情報化保険制度研究会(田 口孝弘

月本電子計算機(株))

インターオペラビリティー技術調

査委員会(安 田清彦 東京大学)

システム ・ネ ットワーク技術調査

委員会(浅 野正一郎 東京大学)

データベース ・クリア リングシス

テム開発研究会 リスク分析委員会

(中山隆夫(財)日 本情報処理開

発協会)

コンピュータ ・トップセ ミナー実

行委員会
コンピュータ白書編集委員会(石

井治 日本工業大学)

情報化月間ア ドバイザ リ・グルー

プ委員会(渡 辺茂 東京都立工科

短期大学)

技法調査研究委員会(志 村重太郎

志村経営研究所)

◇シンポジウム 「OAの 社会的影

響」開催

情報処理に関するシンポジウム

として下記により 「OAの 社会的

影響」をテーマに開催し好評であ

った。

。日時9月28目(金)

13:00～17:30

。場所 日本都市センター第2講

堂
oアPtマ

①近未来 コンピュータのイメー

ジと近未来社会の変化

②社会経済システムの質的変化

③雇用を中心とする社会経済の

変化

。参加者60名

(内容については本号28ペ ージ参

照)一
◇マイクロコンピュータ利用研

究会

マイクロ'コンピュータに関する

知識の啓蒙 と会員相互の技術交流

を目的として,今 年度 これ までに

札幌,東 京,名 古屋,大 阪におい

て計5回 開催 した。

札 幌:10月12日 テ ーマ 「マ

イ クロコンピュー タの

最近 の技術動 向

東 京:10月4日 テーマ 「日

本におけ るUNIXの

新体 制について」

東 京:11月14目 テ ーマ 「N

EC新 マ イ クロプ ロセ

ッサ"vシ リーズ"に

つ いて」,「ア ン ドール

システムサポー ト(株)

マ イ クロコンピュータ

応用学習 ボー ドの製品

紹 介」

名 古屋:11月21日 テ ーマ 「N

EC新 マ イ クロプ ロセ

ッサ"Vシ リーズ"に

つ いて」

大 阪:11月27日 テ ーマは,

名 古屋に同 じ。

試 験 セ ン タ ー

◇情報処理技 術者 試験 の実施

今年度 の情報処理技術者試験 は

さる10月21日(日)全 国9地 域(札

幌,仙 台,東 京,名 古屋,大 阪,

広 島,高 松,福 岡,沖 縄)に おい

て実施 され,無 事 終了 した。受験

者 は年 々増加 してお り,情 報化の

進展 と技術者 の高度化 への社会的

要請を反映 してい る。今年度 は受

験者数は115,371人(応 募者174,

932人)に も達 し,58年 度 の95,491

人 と比較 し20%増 に な ってい る。

受験者の種別では,特 種7.5%,1

種21.6%,2種70.9%と な り,ま

た地域別では東京の53%,大 阪 の

22%で 大部 分を占めてお り,以 下

名 古屋 の9%,福 岡5%… と続い

ている。

なお合格者は 明年2月 上旬官報

で発表 され る予定にな ってい る。
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1胴 の調 査報告書ご 案内

IITで は昭和58年 度 「わ が国 におけ る情報処理

教育実態調査」の成果 として,「 我が国情報処

理教育 の現状 」 を とりまとめた。

IITで は,昭 和58年7月 よ

り,我 が国における情報処理教育

実態調査委員会(委 員長 西村敏

男氏 筑波大学数学系教授)を 発

足させ,情 報処理教育がどのよう

な機関 ・内容で実施されているか

を把握し,現 状の教育問題点を明

らかにするため,約 一年間にわた

り調査を進めた。

本報告書はその成果を,総 論を

はじめとし,4縮 約600ペ ージに

わた りまとめた もので,我 が国情

報処理教育の実態をほぼ網らして
いる。

主な内容

総論 わが国における情報処理

教育の現状と課題

第1編 学校教育における情報

処理教育

第1章 大学

第2章 短期大学

第3章 高等専門学校

第4章 高等学校及び義務教

育課程

第5章 情報処理関連学科を

持つ専修学校および

各種学校

第H編 国および公的団体にお

ける情報処理教育

第1章 政府および日本国有

奪髄

第2章 地方公共団体

第3章 公益法人等各種団体
による情報処理教育

第IH編 企業の行 う情報処理教

育

第1章 コンピュータ・メー
カーにおけるユーザ

向け教育

第2章 コンピュータ ・ユー
ザにおける企業内情

報処理教育

第3章 情報処理産業におけ
る企業内教育

第W編 社会人を対象とした情

報処理教育お よび啓蒙

活動

第1章 職業訓練校

第2章 大学の公開講座

第3章 通信教育およびビデ
オ教材

第4章 情報化月間

第5章 パソコンスクール等

なお,こ の 「わが国情報処理教

育の現状」購入ご希望の向きは,

下記までお申込み下さい。価格1

部送料共8,000円

〒105港 区 浜松町2-4-1

世 界 貿易セ ンター ビル7階

(財)日 本情報処理開発協会

情報処理研修 セ ンター総務課

1!sO3-435-6511(代)

FAXO3-435-6505(直)

編集後記

◇情報化月間国際講演 ・討論会 の

基調講演 の尾関氏,メ リカ氏の速

記録 を要約 して 「優れた システム

は優 れた組織 か ら生 まれる」 とい

う当然の ことを改めて認識 させ ら

れ ました。 しか し,そ の組織づ く

りは,な か なか理論 どお りぐこは行

か ないのが実情 です。 そ の 理 由

は,ま さに 「組 織は人 な り」 だか

らで し ょう。お二人の話 にあ った

「根廻 し」 とか 「政治的配慮」 と

い った ことが,そ れを よく物語 っ

てい ます。

◇ コ ンピ ュータは,ど こまで人間

に近づけ るか,と い うのが,そ の

誕生 以来 のテーマです が現在 の レ

ベルでは五感はパ ター ン認識や セ

ンサ ー技術でかな りの ところまで

きました。 しか し 「知能」の面 か

らは翻訳 と連想が緒についた とこ

ろで,ま だ先は長 いでし ょう。 さ

て,あ なたの 「近未来 コンピュー

タのイメージ」ではいかがで し ょ

うか。

◇INSの 実 験,キ ャプテ ンの商

用開始,そ してニ ュー メデ ィア ・

コ ミュニテ ィやテ レ トピア構想 な

ど高 度情報化社会に向けての コン

セ プ トづ くりが始 ま りました。 次

号は,ニ ューメデ ィアの展開を追

い ます。
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題

圧田 田 報 告 書 ・資 料

名

58-ROO2ヨ ー ロ ッ パ の ニ ュ ー メ デ ィ ア の 動1(1]

58-ROO3米 国 に お け る 情 報 処 理 の 高 度 化 の 現 状

58-ROO4オ ン ラ イ ン 需 要 、調 査 報 告,{}:

58-ROO50Aの 社 会 的 影 響 に 関 す る 調 査 研 究

58-ROO6ネtt・ ト ワ ー ク綱 領

新 通 信 法 体 系 完 成 へ の 道 程

58-ROO7ニ ュ ー メ デ ィア に よ る 情 報 提 供 の ロ∫能 ↑,k

58-ROO9ソ フ トウ ェ ア 開 発 ・運 用 の 高 度 化 ・効 率 化

方 法 に 関 す る 調 査 研 究 報;1;書:一 ….開 発 計[llli.-

58-RO10マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 応 用 シ ス テ ム の 開 発 技 術

58-RO11情 報環 境の進展 が 及ばす 社会構造へ の影響 と望 ましい

情 報 メデ ィア に関 す る研究 報告書

58-SOO2高 密 度通信処理 におけ る分散情 報

統 合利用 シ ステムに関す る研 究開 発報告,韮}二

1984年 版 コンピュー タ利用状 況調 査集1;1今結 果

企 業間 オン ラインシ ステムの実態 ・ニー ズに関す る調 査

(ア ンケー ト調 査 集計結 果)

シ ステム ハウ スの実態調 査

マ イクロコン ピュー タの ソフ トウ ェアの 基礎

マ イクロコン ピュー タ応 用 システム開発技術 者の育成

一一…期待 され る技郁∫者f象と認定
,;式験制 度 一 一

昭 和58年 度 デ ー タベ ー ス 台 帳 総 覧
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5,000FiJ
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3,2001り
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3,000円

1,9001]]

9,000iij
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